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  プロバレー選手が山代中学校にやって
きた！バレーボールでまちを元気にし、
子どもたちに夢を与えようと、山代町
が８月 26 日に久光製薬スプリングス
の選手を招いて交流会を開催しました。
参加者は、憧れの選手から指導を受け
たりプロの技を体感したりするなど、
とびきり輝いた時間を過ごしました。
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さらに広がる大連市との交流の輪

　
中
国
・
大
連
市
と
の
友
好
交
流
25
周
年
を

記
念
し
、
総
勢
41
人
の
友
好
交
流
伊
万
里
市

訪
問
団
が
８
月
６
日
か
ら
８
日
に
か
け
て
大

連
市
を
訪
れ
、
市
民
交
流
行
事
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
今
回
の
特
集
で
は
、
25
年
間
に
わ

た
る
交
流
の
歴
史
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、

訪
問
団
の
交
流
内
容
の
紹
介
や
参
加
者
の
声

な
ど
を
通
し
て
、
市
民
同
士
の
ふ
れ
あ
い
や

経
済
交
流
の
発
展
な
ど
、
広
が
り
を
見
せ
る

両
市
の
交
流
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

大連市・曹
そう

愛
あ い か

華副市長の歓迎の言葉
　これまで伊万里市は、大連市からの研修生を受け入れ、公務や農
業、水産など、さまざまな部門で育成していただいたほか、伊万里
の農業の専門家を大連市へ派遣していただきました。また、焼き物
や特産品の展示などを通して、両市の交流や文化の紹介をしていた
だき、大連市民の伊万里市への理解も深まっています。今回のご訪
問は、皆さんが両市の友好をとても大事にしている証だと感じてい
ます。今後も両市の友好交流、協力を深めていきたいと思います。

８月６日に行われた大連市主催の歓迎夕食会で
親交を深めた伊万里市訪問団の皆さん

友好交流25周年・伊万里市訪問団が大連市を訪問

↑
曹
副
市
長
（
右
）と
握
手
を

　
交
わ
す
塚
部
芳
和
市
長

両
市
の
交
流
の
歴
史

交
流
に
関
す
る
主
な
動
き

←

１
９
８
７
年
８
月
　
相
互
訪
問
に
よ
り

伊
万
里
市
と
大
連
市
の
交
流
開
始
。

１
９
８
８
年
７
月
　
伊
万
里
市
役
所
に

国
際
交
流
室
を
設
置
。

１
９
８
８
年
10
月
　
大
連
市
か
ら
太
極

拳
指
導
者
・
劉り
ゅ
う
い偉

氏
を
招
し
ょ
う

聘へ
い

。
１
か
月

に
わ
た
り
市
内
で
指
導
を
受
け
る
。

１
９
８
９
年
２
月
　
大
連
市
か
ら
縫
製

技
術
研
修
生
を
受
け
入
れ
。
以
後
、
日

本
文
学
、
梨
栽
培
技
術
、
牛
肥
育
技
術

な
ど
の
研
修
生
の
受
け
入
れ
が
続
く
。

１
９
８
９
年
３
月
　
伊
万
里
市
国
際
交

流
協
会
が
発
足
。

１
９
８
９
年
12
月
　
魏
富
海
大
連
市
長

ら
政
府
代
表
団
が
来
伊
。

１
９
９
１
年
４
月
　
大
連
市
か
ら
公
務

研
修
生
（
１
人
、１
年
間
）
を
受
け
入
れ
。

以
後
、
受
け
入
れ
が
続
く
。

１
９
９
２
年
８
月
　
伊
万
里
市
卓
球
友

好
親
善
訪
中
団
が
大
連
市
を
訪
問
。

１
９
９
６
年
10
月
　
伊
万
里
市
日
中
友

好
協
会
が
大
連
市
を
訪
問
。
竹
内
通
教

氏
に
『
大
連
市
名
誉
市
民
』
が
授
与
。

１
９
９
７
年
７
月
　
友
好
交
流
10
周
年

を
記
念
し
、
伊
万
里
市
代
表
団
が
大
連

市
を
訪
問
。

１
９
９
７
年
９
月
　
梨
栽
培
技
術
指
導

者
・
堀
田
節
次
氏
（
南
波
多
町
）
が
中

国
国
家
『
友
誼
賞
』
を
受
賞
。

１
９
９
９
年
８
月
　
大
連
市
の
中
学
生

が
来
伊
し
、
啓
成
中
学
校
と
交
流
。

１
９
９
９
年
10
月
　
大
連
市
建
市
１
０
０

周
年
記
念
訪
問
団
が
大
連
市
を
訪
問
。

梨
栽
培
技
術
指
導
員
・
堀
田
節
次
氏
に

『
大
連
星
海
友
誼
賞
』
が
授
与
さ
れ
る
。

２
０
０
０
年
８
月
　
啓
成
中
の
生
徒
が

大
連
を
訪
問
、大
連
第
37
中
学
と
交
流
。

２
０
０
１
年
９
月
　
大
連
市
金
州
区
国

営
農
場
『
日
本
良
質
梨
導
入
栽
培
及
び

普
及
モ
デ
ル
基
地
』
碑
除
幕
式
で
伊
万

里
市
収
入
役
な
ど
が
大
連
市
を
訪
問
。

２
０
０
２
年
５
月
　『
中
国
大
連
商
品
交

易
会
』
に
市
内
企
業
の
工
業
製
品
な
ど

を
出
展
。
同
時
に『
献
上
の
儀
』を
行
い
、

中
国
中
央
政
府
へ
色
鍋
島
を
献
上
。

２
０
０
４
年
４
月
　
伊
万
里
市
制
50
周

年
を
記
念
し
、
夏
徳
仁
大
連
市
長
が
来

伊
、『
友
好
交
流
の
証
』
ア
カ
シ
ア
を
記

念
植
樹
。
７
月
に
は
伊
万
里
市
代
表
団

が
大
連
市
で
マ
キ
の
木
を
記
念
植
樹
。

２
０
０
７
年
５
月
　
塚
部
市
長
が
大
連

市
を
訪
問
。
夏か

大
連
市
長
と
と
も
に
協

議
書
に
調
印
し
友
好
交
流
都
市
と
な
る
。

２
０
０
７
年
11
月
　
友
好
交
流
20
周
年

を
記
念
し
、
市
民
交
流
訪
問
団
76
人
が

大
連
市
を
訪
問
。

２
０
０
８
年
６
月
　『
伊
万
里
文
化
伝
承

協
調
事
業
』
で
大
川
内
山
の
陶
芸
家
を

大
連
海
事
大
学
へ
講
師
派
遣
。
以
後
、

派
遣
が
続
く
。

２
０
０
８
年
８
月
　
伊
万
里
市
国
際
交

流
協
会
20
周
年
を
記
念
し
、
伊
万
里
市
・

大
連
市
青
少
年
友
好
交
流
訪
問
団
が
大

連
市
を
訪
問
し
、
書
道
・
卓
球
交
流
。

２
０
１
２
年
８
月
　
友
好
交
流
25
周
年

を
記
念
し
、
伊
万
里
市
訪
問
団
41
人
が

大
連
市
を
訪
問
。

そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
・
・
・
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１
９
８
７
年
８
月
、
当
時

の
伊
万
里
市
長
・
故
竹
内
通

教
氏
を
団
長
に
『
伊
万
里
市

経
済
交
流
中
国
視
察
団
』
を

中
国
へ
派
遣
し
、
大
連
を
は

じ
め
６
都
市
を
視
察
訪
問
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
国
際
化

や
貿
易
基
地
化
を
め
ざ
す
伊

万
里
市
が
、
中
国
と
の
交
易

の
可
能
性
を
調
査
す
る
た
め

に
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。
ま

た
、
同
じ
頃
、
大
連
市
か
ら

は
著
名
な
書
道
家
で
教
育
者

の
故
于う

植し
ょ
く
げ
ん元

氏
を
団
長
と

す
る
教
育
視
察
団
が
伊
万
里

市
を
訪
問
。
こ
の
相
互
訪
問

か
ら
、
本
市
と
大
連
市
の
交

流
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
も
公
務
研
修
生
の

受
け
入
れ
を
は
じ
め
、
教

①宋
そう

　畢
び と く

徳さん　1991 年 ４ 月

②高
こう

　冬
とうばい

梅さん　1992 年 ９ 月

③審
しん

　勁
けいはん

帆さん　1995 年 ７ 月

④白
はく

　日
にちれい

玲さん　1996 年 ８ 月

⑤孫
そん

　　謙
けん

さん　1997 年11月

⑥劉
りゅう

　国
こくきょう

強さん　1999 年 １ 月

⑦姜
きょう

　　楠
なん

さん　2000 年 ２ 月

⑧陳
ちん

　延
えんめい

明さん　2001 年 ３ 月

⑨王
おう

　翠
すいえい

英さん　2002 年 ５ 月

⑩趙
ちょう

　　敏
びん

さん　2003 年 ６ 月

⑪瀋
しん

　　毅
き

さん　2004 年 ９ 月

⑫朴
ぼく

　福
ふくしゅう

秋さん　2005 年12月

⑬常
じょう

　達
たつこう

光さん　2007 年 ３ 月

⑭鄒
すう

　　旭
きょく

さん　2008 年10月

⑮何
か

　慶
けいかい

海さん　2011 年 ２ 月

※いずれも研修期間は記載年月
から１年間になります。

多様な分野で交流の花開く

伊万里市訪問団が大連市を訪問

　中国北東部の遼
りょうねい

寧省の最も南
にあり、渤海湾と黄海に面した
遼東半島に位置します。緯度は
新潟県と同じくらいで、冬は
寒いのですが、海洋性気候のた
め雪はめったに降らないようで
す。中国北東部の玄関口として、
港を中心に発展してきました。
● 面　積　12,574k㎡
※伊万里市の約 50 倍
● 人　口　約589万人（３月末現在）

※伊万里市の約 100 倍

これまでの公務研修生

↑魏
ぎ

大連市長（右）が来伊し、竹内市長と面会

友好交流 25 周年

育
や
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
交

流
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

特
に
太
極
拳
指
導
者
と
し
て

招
い
た
劉り

ゅ
う
い偉

氏
は
、
１
か
月

に
わ
た
り
熱
心
な
指
導
を
行

い
、
約
６
０
０
０
人
の
市
民

が
受
講
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
農
業
研
修
生
の

受
け
入
れ
や
指
導
者
の
派

遣
を
行
い
、
梨
に
つ
い
て

は
、
大
連
市
の
金
州
区
に

お
い
て
日
本
三
水
梨
と
し

て
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
経
済
的
な
分
野
で
は
、

２
０
０
３
年
に
大
連
港
と
伊

万
里
港
と
の
間
に
定
期
コ
ン

テ
ナ
航
路
が
開
設
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
ア
ジ
ア
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
事
業
に
よ
り
、
特
産

品
を
大
連
市
で
試
験
販
売
す

る
な
ど
、
中
国
市
場
の
特
徴

や
指
向
性
を
探
る
と
と
も

に
、
伊
万
里
産
品
の
Ｐ
Ｒ
を

実
施
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
２
０
０
７
年
５

月
に
は
、
友
好
交
流
20
周

年
を
記
念
し
て
『
両
市
の

友
好
協
力
関
係
の
強
化
に

関
す
る
協
議
書
』
に
調
印

し
、
友
好
交
流
都
市
締
結

に
至
り
ま
し
た
。

25 年前の相互訪問を機に友好交流がスタート

友
好
交
流
が
始
ま
っ
た
！

そ
し
て
友
好
交
流
都
市
へ

大
連 

豆
知
識

↓
中ち
ゅ
う
ざ
ん山
広
場

1989.12
↑市民体育祭での劉偉氏の太極拳模範演武 ↑啓成中学校生徒が大連市の中学校を訪問

2000.8

1988.10

１
９
８
７
年
８
月
　
相
互
訪
問
に
よ
り

伊
万
里
市
と
大
連
市
の
交
流
開
始
。

１
９
８
８
年
７
月
　
伊
万
里
市
役
所
に

国
際
交
流
室
を
設
置
。

１
９
８
８
年
10
月
　
大
連
市
か
ら
太
極

拳
指
導
者
・
劉り
ゅ
う
い偉

氏
を
招
し
ょ
う

聘へ
い

。
１
か
月

に
わ
た
り
市
内
で
指
導
を
受
け
る
。

１
９
８
９
年
２
月
　
大
連
市
か
ら
縫
製

技
術
研
修
生
を
受
け
入
れ
。
以
後
、
日

本
文
学
、
梨
栽
培
技
術
、
牛
肥
育
技
術

な
ど
の
研
修
生
の
受
け
入
れ
が
続
く
。

１
９
８
９
年
３
月
　
伊
万
里
市
国
際
交

流
協
会
が
発
足
。

１
９
８
９
年
12
月
　
魏
富
海
大
連
市
長

ら
政
府
代
表
団
が
来
伊
。

１
９
９
１
年
４
月
　
大
連
市
か
ら
公
務

研
修
生
（
１
人
、１
年
間
）
を
受
け
入
れ
。

以
後
、
受
け
入
れ
が
続
く
。

１
９
９
２
年
８
月
　
伊
万
里
市
卓
球
友

好
親
善
訪
中
団
が
大
連
市
を
訪
問
。

１
９
９
６
年
10
月
　
伊
万
里
市
日
中
友

好
協
会
が
大
連
市
を
訪
問
。
竹
内
通
教

氏
に
『
大
連
市
名
誉
市
民
』
が
授
与
。

１
９
９
７
年
７
月
　
友
好
交
流
10
周
年

を
記
念
し
、
伊
万
里
市
代
表
団
が
大
連

市
を
訪
問
。

１
９
９
７
年
９
月
　
梨
栽
培
技
術
指
導

者
・
堀
田
節
次
氏
（
南
波
多
町
）
が
中

国
国
家
『
友
誼
賞
』
を
受
賞
。

１
９
９
９
年
８
月
　
大
連
市
の
中
学
生

が
来
伊
し
、
啓
成
中
学
校
と
交
流
。

１
９
９
９
年
10
月
　
大
連
市
建
市
１
０
０

周
年
記
念
訪
問
団
が
大
連
市
を
訪
問
。

梨
栽
培
技
術
指
導
員
・
堀
田
節
次
氏
に

『
大
連
星
海
友
誼
賞
』
が
授
与
さ
れ
る
。

２
０
０
０
年
８
月
　
啓
成
中
の
生
徒
が

大
連
を
訪
問
、大
連
第
37
中
学
と
交
流
。

２
０
０
１
年
９
月
　
大
連
市
金
州
区
国

営
農
場
『
日
本
良
質
梨
導
入
栽
培
及
び

普
及
モ
デ
ル
基
地
』
碑
除
幕
式
で
伊
万

里
市
収
入
役
な
ど
が
大
連
市
を
訪
問
。

２
０
０
２
年
５
月
　『
中
国
大
連
商
品
交

易
会
』
に
市
内
企
業
の
工
業
製
品
な
ど

を
出
展
。
同
時
に『
献
上
の
儀
』を
行
い
、

中
国
中
央
政
府
へ
色
鍋
島
を
献
上
。

２
０
０
４
年
４
月
　
伊
万
里
市
制
50
周

年
を
記
念
し
、
夏
徳
仁
大
連
市
長
が
来

伊
、『
友
好
交
流
の
証
』
ア
カ
シ
ア
を
記

念
植
樹
。
７
月
に
は
伊
万
里
市
代
表
団

が
大
連
市
で
マ
キ
の
木
を
記
念
植
樹
。

２
０
０
７
年
５
月
　
塚
部
市
長
が
大
連

市
を
訪
問
。
夏か

大
連
市
長
と
と
も
に
協

議
書
に
調
印
し
友
好
交
流
都
市
と
な
る
。

２
０
０
７
年
11
月
　
友
好
交
流
20
周
年

を
記
念
し
、
市
民
交
流
訪
問
団
76
人
が

大
連
市
を
訪
問
。

２
０
０
８
年
６
月
　『
伊
万
里
文
化
伝
承

協
調
事
業
』
で
大
川
内
山
の
陶
芸
家
を

大
連
海
事
大
学
へ
講
師
派
遣
。
以
後
、

派
遣
が
続
く
。

２
０
０
８
年
８
月
　
伊
万
里
市
国
際
交

流
協
会
20
周
年
を
記
念
し
、
伊
万
里
市
・

大
連
市
青
少
年
友
好
交
流
訪
問
団
が
大

連
市
を
訪
問
し
、
書
道
・
卓
球
交
流
。

２
０
１
２
年
８
月
　
友
好
交
流
25
周
年

を
記
念
し
、
伊
万
里
市
訪
問
団
41
人
が

大
連
市
を
訪
問
。

そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
・
・
・
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８
月
６
日
に
行
わ
れ
た
大
連
市

主
催
の
歓
迎
夕
食
会
で
は
、
大
連

市
側
が
訪
問
団
を
温
か
く
歓
迎
。

楽
団
に
よ
る
演
奏
の
ほ
か
、
大
連

市
の
特
産
品
で
あ
る
貝
殻
細
工
の

額
の
贈
呈
な
ど
、
心
の
こ
も
っ
た

歓
待
を
受
け
ま
し
た
。

　
翌
日
は
、
交
流
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

を
伊
万
里
市
が
主
催
。
こ
れ
ま
で

両
市
の
交
流
に
携
わ
っ
た
人
を
は

じ
め
、
港
湾
関
係
者
な
ど
92
人
が

参
加
し
親
交
を
深
め
ま
し
た
。
ス

テ
ー
ジ
で
は
、
伊
万
里
市
武
術
太

極
拳
連
盟
の
４
人
が
演
武
を
披
露
。

交
流
当
初
に
指
導
し
て
い
た
劉
偉

氏
は
「
見
違
え
る
よ
う
な
上
達
に

感
心
し
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
交
流
行
事
を
通
じ
て
、

市民同士の交流で深まる絆

両
市
は
今
後
の
交
流
拡
大
な
ど
を

確
か
め
合
っ
て
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
訪
問
は
、
特
に
両
市
民

の
親
睦
を
深
め
る
も
の
と
な
り
ま

し
た
。
８
月
７
日
に
は
市
民
交
流

行
事
が
行
わ
れ
、
散
策
コ
ー
ス
別

に
団
員
が
４
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
て
大
連
市
を
視
察
。
大
連
市

か
ら
外
事
弁
公
室
６
人
、
歴
代
の

公
務
研
修
生
５
人
、
日
本
語
履
修

の
大
学
生
５
人
が
案
内
と
通
訳
を

兼
ね
て
同
行
し
、
一
緒
に
大
連
の

散
策
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
大
連
森
林
動
物
園
コ
ー
ス
の
参

加
者
は
、
８
年
前
に
植
樹
さ
れ
て

大
き
く
育
っ
た
木
に
、
今
回
の
訪

問
を
記
念
し
て
プ
レ
ー
ト
を
結
び

つ
け
ま
し
た
。
ま
た
、
金
州
新
区

お
よ
び
金
石
灘
の
コ
ー
ス
で
は
、

中
華
武
館
で
本
場
中
国
の
演
武
を

見
学
。
切
れ
の
あ
る
見
事
な
動
き

に
、
太
極
拳
を
し
て
い
る
団
員
か

ら
感
嘆
の
声
が
漏
れ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
に
も
「
大
連
の
満
鉄

病
院
で
生
ま
れ
た
」「
両
親
が
満
州

↑大連森林動物園で、両市民が一緒に「はいチーズ！」↑歓迎式典で貝殻細工の額が贈られました↑交流行事の出発前に入念な打ち合わせ

同じ時間をともに共有し、お互いを理解し合う心を持って

▷大連森林動物園コース
▷金州新区および金石灘の見学コース
▷旧満州時代の建物見学コース
▷旅順見学コース

↑ 2004 年に植樹した木
に、今回の訪問記念の
プレートを設置

↑勝利橋（旧日本橋）など、満州時代の建物群を見学

市民交流行事の４つのコース

絆
を
深
め
た
市
民
交
流
行
事

温
か
い
歓
迎
を
受
け
て

で
生
活
し
て
い
た
」「
日
露
戦
争
の

遺
構
が
あ
る
旅
順
を
見
て
お
き
た

か
っ
た
」
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思

い
を
持
っ
た
団
員
が
、
旧
満
州
時

代
の
建
物
見
学
コ
ー
ス
、
旅
順
見

学
コ
ー
ス
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
こ
の
市
民
交
流
行
事
で
は
、
両

市
の
参
加
者
が
お
互
い
に
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
合
う
こ
と

で
次
第
に
打
ち
解
け
、
新
た
に
深

い
絆

き
ず
な

を
育
ん
で
い
ま
し
た
。

8.7

交流の大切さと
平和の尊さを実感 石

竹 

照
夫 

さ
ん

　
　  

幸
子 

さ
ん

　初めての海外旅行でしたが、大
連市民の皆さんとたくさん交流で
きましたので、とても有益な旅だ
ったと実感しています。中国での
反日問題などがよく報道されてい
ますが、私たち訪問団は温かく迎
えていただきました。交流せず、
遠くから見ているだけでは誤解も
生じます。実際に会って話をする
ことが大事です。今後ももっと交
流を続けていくべきだと思います。
また、今回知り合った伊万里の訪
問団どうしも親しくなりました。

皆さんと「またどこかに行きたい
ね」と話をしているんですよ。
　私たちが心に残ったところは、
旅順です。日露戦争で多くの人が
亡くなった旅順を視察し、戦争が
引き起こす責任の重大さや平和の
尊さを心に刻みました。争い事を
起こさないためにも、交流を深め
ることが重要だと感じています。

参加者にインタビュー

8.6

8.7

8.7

8.7

8.7
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：このマークが付いている記事は、市のホームページでもご覧になれます。 伊万里市役所 検索

交流するたびに広がる輪

大
連
市
だ
け
で
な
く

　
塚
部
市
長
を
は
じ
め
と
す
る
代

表
団
11
人
は
、
今
回
の
訪
問
で
さ

ま
ざ
ま
な
公
的
施
設
を
視
察
し
ま

し
た
。
Ｉ
Ｔ
関
連
企
業
を
誘
致
し

広
大
な
敷
地
を
活
用
し
て
街
ご
と

開
発
し
て
い
る
『
大
連
ハ
イ
テ
ク

パ
ー
ク
』、
大
規
模
な
浄
水
場
で
安

伊万里市訪問団が大連市を訪問
友好交流 25 周年

↑胡
こきゅう

弓などの美しい音色で訪問団を歓迎↑元公務研修生も交流レセプションに参加↑伊万里市武術太極拳連盟が演武を披露

全
な
水
を
供
給
し
て
い
る
『
大
連

市
自
来
水
グ
ル
ー
プ
』、
威
厳
の
あ

る
議
場
を
構
え
た
『
大
連
市
人
民

代
表
大
会
』
な
ど
、
団
員
は
そ
れ

ぞ
れ
に
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
や
開

発
ス
ピ
ー
ド
の
速
さ
な
ど
に
驚
嘆

し
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
伊
万
里
と
の
関
連
も
深

い
『
大
連
現
代
博
物
館
』
で
は
、

范は
ん
せ
い
こ
う

成
崗
副
館
長
よ
り
「
11
月
か
ら

『
江
戸
の
名
陶 

伊
万
里
展
』
を
行

う
の
で
、
開
催
期
間
に
合
わ
せ
て

伊
万
里
市
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー

を
設
け
て
は
ど
う
か
」
と
い
う
提

案
が
あ
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
訪
問
に
よ
っ
て
、
伊
万

里
市
を
中
国
で
Ｐ
Ｒ
す
る
機
会
が

さ
ら
に
増
え
る
な
ど
、
文
字
通
り

大
連
市
と
の
交
流
の
輪
が
広
が
っ

て
い
ま
す
。

伊万里をさらに知ってもらうチャンスが到来

↑大連現代博物館で伊万里の特産品を
　ポスターなどで紹介する代表団

可
能
性
を
求
め
、天
津
市
を
訪
問

↑天津市工商業連合会との意見交換会

↑広大な天津港を視察する団員の皆さん

視
察
先
で
の
嬉
し
い
提
案

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■

■
■

■
■

■
■

■
■

■
■

■
■

■
■

■
■

■
■

■
■

■
■

■
■

■
■

■
■

■
■

■
■

■
■

■
■

■
■

■
■

■
■

■
■

■
■

■

8.68.7

8.7

8.9

8.9

8.7

　大連現代博物館で行われる『江戸の名陶
伊万里展（江戸名瓷 伊万里展）』の開催期
間に合わせ、伊万里の紹介コーナーを設置
する予定です。
　この事業によって、中国における伊万里
焼のブランドイメージの確立を図るととも
に、広く大連市民に伊万里市を紹介し、さ
らなる交流の進展をめざします。
● 期　間　
　11 月１日（木）〜平成 25 年１月５日（土）
● 会　場　
　大連現代博物館 ４階 回廊展示コーナー
● 展示内容
▷写真で見せる伊万里紹介
▷現代伊万里焼の展示（現代博物館所蔵８点）
※伊万里市より贈呈した記念品など
▷伊万里市紹介映像の上映
● 『江戸の名陶　伊万里展』について
　大阪市立東洋陶磁美術館が所蔵するヨー

ロッパに輸出された古伊万里の名品 160
点を紹介するもの

● 問合先　国際交流室（　 ☎㉒７０４６）

大連現代博物館で伊万里をＰＲ

※この事業の実施については、中国の情勢など
を勘案しながら対応することとしています。

　
今
回
の
訪
問
で
は
、

ビ
ジ
ネ
ス
ミ
ッ
シ
ョ
ン

を
行
う
グ
ル
ー
プ
が
８

月
８
日
、
９
日
に
天
津

市
を
訪
れ
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
天
津
市
と
の
経

済
交
流
の
可
能
性
調
査

お
よ
び
伊
万
里
港
の
ポ

ー
ト
セ
ー
ル
ス
を
行

い
、
両
市
の
貿
易
拡
大

に
つ
な
げ
よ
う
と
実
施

し
た
も
の
で
す
。

　
天
津
港
は
中
国
北
部

の
拠
点
的
な
港
で
あ

り
、
中
国
で
第
３
位
の

４
・
５
億
㌧
の
取
扱
量
を

誇
っ
て
い
ま
す
（
伊
万

里
港
は
１
５
０
万
㌧
）。

団
員
た
ち
は
、
そ
の
桁け
た

違
い
の
大
き
さ
な
ど
を

実
感
し
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
天
津
市
工
商

業
連
合
会
や
地
元
企
業

と
の
意
見
交
換
の
場
が

設
け
ら
れ
、
伊
万
里
港

を
活
用
し
た
ビ
ジ
ネ
ス

の
可
能
性
な
ど
に
つ
い

て
話
し
合
わ
れ
ま
し

た
。
物
流
を
取
り
扱
う

企
業
な
ど
に
対
し
て

は
、
伊
万
里
港
の
地
理

的
な
メ
リ
ッ
ト
を
ア
ピ

ー
ル
す
る
な
ど
、
今
後

の
天
津
市
と
の
交
易
に

向
け
た
貴
重
な
第
一
歩

と
な
り
ま
し
た
。
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市
は
、
９
月
10
日
、
市
内
６
事

業
所
を
新
た
に
救
急
優
良
事
業
所

に
認
定
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
救

急
講
習
の
受
講
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置

な
ど
の
条
件
を
満
た
し
た
事
業
所

を
消
防
長
が
認
定
す
る
制
度
で
、

昨
年
度
に
ス
タ
ー
ト
。
現
在
12
事

業
所
が
認
定
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
消
防
機
関
へ
の
迅
速
な
通
報
や
救

急
隊
が
到
着
す
る
ま
で
の
適
切
な
応

急
処
置
な
ど
、
事
業
所
と
の
協
働
に

よ
る
救
命
率
向
上
に
向
け
た
取
り
組

み
が
今
後
さ
ら
に
期
待
さ
れ
ま
す
。

新
た
に
６
つ
の
救
急
優
良
事
業
所
を
認
定

協
働
に
よ
る
安
全
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

　私たちの住むまちを見つめ直し、地域の特色を生か

したまちづくりを皆さんと一緒に考えるため、『まち

づくりフォーラム』を開催します。

● 日　時　

　　　　　午後１時 30 分～4 時 30 分
● 会　場　市民図書館 AV ホール
● 内　容　

①基調講演　

▷演　題　『自治を回復し、まち・むらの課題を、まち・
むらの力で解決するために ～ 協働と総働の基礎を
再確認する ～ 』

▷講　師　川北 秀人 氏（ IIHOE『人と組織と地球の
ための国際研究所』代表）

②パネルディスカッション
▷テーマ　
　『住民による住民のためのまちづくりを考える』
▷コーディネーター
　古瀬 義孝 氏（市民図書館館長）
▷パネリスト
　川北 秀人 氏（IIHOE 代表）
　井手 武昭 氏（伊万里市地域づくり連絡協議会会長）
　西岡 信利 氏（二里公民館館長）
　平松 伸子 氏（市民ネットワーク「いまり」理事）
● 参加費　無　料
● 問合先　男女協働・まちづくり課

　（　 ☎㉓２１１５）

まちづくりフォーラム

▷株式会社 笑夢咲夢 デイサービス えん家

▷社会福祉法人 川東福祉会 川東保育園

▷社会福祉法人 大里福祉会 大里保育園

▷社会福祉法人 久原福祉会 久原保育園

▷社会福祉法人 慈光福祉会 鳴石保育園

▷社会福祉法人 中里福祉会 中里保育園

※あなたの事業所も認定を受けませんか。
●  連絡先　消防本部救急室（☎㉓２１１７）

◆今回認定された救急優良事業所◆

　
市
は
、
武
雄
市
と
の
合
同
に
よ

る
原
子
力
防
災
訓
練
を
９
月
２
日

に
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
訓
練
は
、
九
州
電
力
玄
海

原
子
力
発
電
所
の
事
故
を
想
定
し

て
実
施
。
両
市
や
県
、
九
電
、
陸

上
自
衛
隊
、
消
防
団
、
地
区
防
災
会

な
ど
約
１
０
０
０
人
が
参
加
し
て
行

わ
れ
ま
し
た
。
避
難
し
た
の
は
、
原

発
か
ら
20
㌔
圏
内
の
波
多
津
町
、
黒

川
町
、
南
波
多
町
か
ら
選
ば
れ
た
住

民
１
１
２
人
。
自
家
用
車
や
用
意
さ

れ
た
バ
ス
で
武
雄
市
に
移
動
し
、
避

難
の
手
順
な
ど
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
救
護
所
と
な
っ
た
武
雄
市
の
北

方
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
は
、
放

射
性
物
質
に
よ
る
汚
染
の
程
度
を

調
べ
る
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
の

訓
練
を
受
け
ま
し
た
。

　
昨
年
、
市
は
県
主
催
の
原
子
力

防
災
訓
練
に
初
参
加
。
波
多
津
町

の
住
民
49
人
が
武
雄
市
へ
避
難
す

る
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
年
は
前
回
の
経
験
な
ど
も
踏
ま

え
、
初
め
て
市
主
催
に
よ
る
訓
練
を

実
施
。
マ
イ
カ
ー
に
よ
る
避
難
、
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
を
使
っ
た
放
射

線
量
の
測
定
、
段
ボ
ー
ル
の
間
仕
切

り
に
よ
る
避
難
所
の
設
置
な
ど
、
実

践
に
即
し
た
現
実
的
な
訓
練
内
容
が

初
め
て
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。

　
訓
練
後
に
は
、
参
加
者
を
対
象
に

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

今
後
も
さ
ら
に
安
全
で
迅
速
な
避
難

が
で
き
る
よ
う
、
調
査
結
果
を
も
と

に
問
題
点
な
ど
を
洗
い
出
し
、
防
災

対
策
の
質
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

多
く
の
人
の
協
力
に
よ
り
実
施

本
市
で
初
め
て
の
取
り
組
み

↑
新
た
に
認
定
証
の
交
付
を
受

け
た
優
良
事
業
所
の
皆
さ
ん

市
独
自
に
よ
る
初
の
原
子
力
防
災
訓
練

放
射
線
測
定
、マ
イ
カ
ー
避
難
を
実
施

10月31日 水

皆さん 参加してみませんか

● 日　時　10 月 28 日（日）
　午前７時〜午後１時 30 分（予定）

【緊急速報メール訓練にご協力を】
　時間は未定ですが、当日、伊万里市
内の NTT ドコモ、au、ソフトバンク
の携帯電話保有者に訓練用のメールが
送信されます。あくまで訓練ですので、
あわてないようにしてください。

↑スクリーニング検査を受ける参加者

　　佐賀県原子力防災訓練お知ら
せ

● 

問
合
先
　
総
務
課
防
災
危
機
管
理
室
（
☎
㉓
２
１
２
３
）
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伊万里市立花町１３５５番地１

総務部　情報広報課　広報係　行

伊万里市役所

〒８４８- ８５０１

ＰＯＳＴ　ＣＡＲＤ

あなたの年齢、性別、お
住まいを教えてください。

■年齢

（　　　）歳

■性別

　男　・　女

■お住まいの地区

　伊万里・牧島・大坪・
　立花・大川内・黒川・
　波多津・南波多・大川・
　松浦・二里・東山代・
　山代・市外

↓切り取り線

郵送する場

合は、50 円

切手を貼っ

てください

　広報伊万里では、今

後、市民の皆さんの意

見をできるだけ紙面に

生かしていきたいと考

えています。『広報につ

いてのアンケート』に、

ぜひ、ご協力をお願い

します。【裏面ハガキ８

ページにもご記入くだ

さい】

● 募集期間　10 月１日（月）～ 10 月 31 日（水）
● 提出方法　下記のアンケート用紙の表面・裏面の両方に

記入後、はさみなどで切り取り 50 円切手を貼って近く
のポストから郵送するか、市役所や公民館に設置してい
る『アンケート回収箱』に投函してください。

● アンケート回収箱設置場所
　市役所総合案内、市民図書館、各町公民館
※回収箱に投函する場合、切手は不要です。
※回収箱は 10 月末まで設置します。なお、郵送の場合、
　回答期限はありません。

広報紙について『あなたの声』を聞かせてください

　市民と行政との間を身近な情報でつなぐまちの広報紙
は、よく『住民と行政をつなぐパイプ役』に例えられます。
広報紙を通して、まちとそこに住む人が共通の意識を持ち、
お互いの信頼関係を築いていくためには、読者である皆さ
んの声が欠かせません。
　広報伊万里は、これまでもこれからも伊万里のまちの姿
を綴

つづ

っていきます。まちのみんなで作る広報紙に、たくさ
んのご意見、ご感想をお待ちしています。

市民に愛される『広報伊万里』をめざします

伊万里市制施行と時を同じくして、昭和 29 年４月
に第１号を発行。ちなみに今月号は第 704 号です。

市政情報をしっかりと共有することで、市民の皆さ
んが伊万里に対する愛着を深め、市内の多様な課題

について行政と一緒になって考えるなど、多くの人が市政
に積極的に参加してもらうことを目的に発行しています。

毎月１日発行の『広報伊万里』、15 日発行の『市役
所だより』、年１回発行の『予算特集号』があります。

節約のため、ほぼ２色刷にしています。わかりにく
いページなどはカラーで表示する場合もあります。

『広報伊万里』の内容をカセットテープに録音して
いる『伊万里こだま会』、また、点字広報を製作し

ている『麦の会伊万里』が長年にわたりボランティア活動
をしています。まずは広報係までご連絡ください。

下記のアンケート用紙を活用するか、電話でご連絡
するなど、気軽にご要望ください。

　　『広報伊万里』
　広報伊万里は、さまざまな市政情報を提供するなど、これまで市民の皆さんとともに長い年月を歩んでき
ました。今後さらに親しんでもらえる広報紙となるため、Ｑ＆Ａ方式で『広報伊万里』についてご紹介します。

Ｑ＆Ａでわかる

　『広報伊万里』はいつからスタートしたの？Ｑ

● 問合先　情報広報課広報係
　　　　　（☎㉓４３１３）

Ａ

　発行する目的は？Ｑ

Ａ

　全ページをカラー印刷できないの？Ｑ

　『広報伊万里』に要望があるときは？Ｑ

Ａ

　広報紙の種類は？Ｑ

Ａ

Ａ

　目が不自由な人はどうすればいい？Ｑ

Ａ



　自転車盗を防止するため、二重ロック
を行うなどきちんと施錠しましょう。

　市民の皆さんへのお知らせ
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↓切り取り線

Ｑ .『広報伊万里』（毎月１日発行）、『市役所だより』（毎月 15 日発行）を読んでいますか？
　　□に✓をつけてください。
　　□毎回読んでいる　□たまに読んでいる　□読んでいない

Ｑ . よく読むコーナーはどれですか？　□に✓をつけてください（複数回答可）。
【広報伊万里】　□すべて　□表紙　□特集　□インフォメーション伊万里　
　　　　　　　□みんなの広場　□教育と文化　□ほがらかページ　
　　　　　　　□わが家のアルバム　□ほほえ美さん　□スポーツ　
　　　　　　　□くらしのチャンネル　□編集室から　□裏表紙

【市役所だより】□すべて　□お知らせ、募集、試験　□こんにちは図書館です
　　　　　　　□ご寄付　□保健コーナー

Ｑ . もっと知りたいことや、広報伊万里についてのご意見など自由にご記入ください。

Ｑ . 行政からのお知らせ情報などを掲載した携帯版ホームページがあれば、読みたいで
　　すか？　□に✓をつけてください。
　　□ぜひ、読んで活用したい　□どちらでもよい　□必要ない

　伊万里市と有田町のすべての中学生に対し、身近な犯罪である自転車盗や万引きについての規範意識調査が行

われました。これは、青少年の健全育成と規範意識の向上を図るために伊万里警察署が実施したもので、市教育

委員会ではこの調査結果をもとに自転車盗や万引き防止対策に向けた取り組みを行い、小中学校における生徒指

導などへの活用に努めます。

　

　身近な犯罪である自転車盗や万引きは、未成年から中

高年までの各年代層による犯行であることから、青少年

の健全育成と規範意識の向上を図る方策の一つとして、

伊万里警察署管内の中学生に対してアンケート調査を実

施しました。

　　
● 実施期間　平成 24 年５月１日〜 10 日
● 対象者　　伊万里市、有田町内の全中学校（10 校）
● 実施者数　2,150 人

　　　　　　（伊万里市 1,570 人、有田町 580 人）
● 調査内容　自転車盗および万引きに関する意識調査

● 自転車の防犯登録をしている生徒の割合
▷伊万里市　75.7％（男子 82.9％、女子 66.1％）

▷有田町　　78.9%（男子 82.1％、女子 74.6％）

● 自転車の施錠状況　　　　　  伊万里市　  有田町

▷施錠する（ときどきを含む） 　85.4％　　82.0％

▷施錠しない　　　　　　　　　10.9％　　14.5％

▷施錠の設備がない　　　　　　  3.7％　　  3.5%
● 自転車の二重ロックの経験がある生徒の割合
▷伊万里市　30.5％

▷有田町　　16.8%

● 万引きをしないために
　大切なことは何だと思うか　  伊万里市  　有田町

▷自分自身の心がけ　　　　　　75.4％　　75.7％

▷家庭のしつけ　　　　　　　　10.1％　　10.3％

▷友達同士の声かけ　　　　　　  8.8％　　  6.4％

▷学校での教育　　　　　　　　  4.4％　　  4.4％

▷その他　　　　　　　　　　　  1.3％　　  3.2％

▶調査の目的

▶調査の概要

▶調査の結果

自転車盗、万引きについて中学生にアンケート
青少年の健全育成と規範意識の向上に向けた取り組みのために

①自転車盗に関するアンケート調査

②万引きに関するアンケート調査

● 問合先　
　伊万里警察署（☎㉓３１４４）
　市学校教育課（☎㉓３１８５）

　表面・裏面の両方に記
入後、50円切手を貼って
お近くのポストから郵送
するか、市役所や市民図
書館、公民館に設置して
いる『アンケート回収箱』
へご投函ください。

回収箱設置場所
市役所総合案内、市民図
書館、各町公民館（伊万里・
牧島・大坪・立花・大川
内・黒川・波多津・南波多・
大川・松浦・二里・東山代・
山代）
※回収箱に入れる場合、

切手は不要です。
※回収箱は 10 月末まで
　設置します。郵送の場
　合、回答期限はありま
　せん。

これで安心！
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『
天
高
く
馬
肥
ゆ
る
秋
』
に
ふ

さ
わ
し
い
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

一
年
の
中
で
10
月
が
好
き
だ
と

い
う
人
は
多
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
10
月
は
、
実
り
の
秋
、
読

書
の
秋
な
ど
と
形
容
さ
れ
る
秋

を
代
表
す
る
月
で
、
雅が

め

い名
は
神

無
月
と
い
う
洒し

ゃ

れ落
た
表
現
も
あ

り
ま
す
。
何
と
い
っ
て
も
、
抜

け
る
よ
う
な
青
空
と
心
地
良
い

風
が
一
番
の
魅
力
で
し
ょ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、
皆
さ
ん
は
昼
夜

を
問
わ
ず
、
た
ま
に
は
空
を
眺

め
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。
日

食
や
月
食
な
ど
特
別
な
時
は
、

マ
ス
コ
ミ
が
事
前
に
知
ら
せ
て

い
ま
す
か
ら
天
を
仰
ぐ
こ
と
も

あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
ふ

だ
ん
は
あ
ま
り
眺
め
な
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

『
観か

ん
て
ん
ぼ
う
き

天
望
気
』
と
い
う
言
葉
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
意
味
は
、
雲

の
形
や
動
き
、
風
の
吹
き
具
合
、

太
陽
や
月
の
見
え
方
な
ど
に

よ
っ
て
、
経
験
的
に
天
気
を
予

想
す
る
こ
と
で
す
。

　

私
が
幼
い
頃
、「
き
れ
い
な
夕

焼
け
な
ら
明
日
は
い
い
天
気
だ
」

「
星
が
き
れ
い
な
夜
の
翌
日
は
快

晴
だ
」「
月
に
カ
サ
が
か
か
っ
て

い
る
と
雨
か
も
し
れ
な
い
」
な

ど
と
教
わ
っ
た
も
の
で
す
。
ま

た
、
近
所
に
は
、「
雨
が
落
ち

る
！
」
と
大
声
で
ふ
れ
て
ま
わ

り
、
急
に
夕
立
が
来
る
の
を
知

ら
せ
て
く
れ
る
天
気
予
報
の
名

人
の
お
じ
さ
ん
が
い
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
気
象
予
報
も
科
学

的
デ
ー
タ
を
も
と
に
、
市
町
村

単
位
で
時
間
ご
と
は
も
ち
ろ
ん
、

週
間
予
報
ま
で
テ
レ
ビ
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
情
報
提
供

さ
れ
て
い
て
、
大
方
の
予
報
は

的
中
し
て
い
ま
す
。

　

私
は
、
空
を
見
て
、
目
安
と

な
る
山
に
か
か
る
雲
の
具
合
や

風
の
吹
く
方
向
、
強
弱
な
ど
で

天
気
を
予
測
し
ま
す
。
不
思
議

と
こ
れ
も
当
た
る
も
の
で
す
。

皆
さ
ん
も
経
験
を
も
と
に
し
た

自
分
な
り
の
天
気
予
報
を
お
持

ち
だ
と
思
い
ま
す
。

　

確
か
に
、
テ
レ
ビ
な
ど
の
天

気
予
報
に
頼
る
こ
と
は
賢
明
で

す
が
、自
分
で
空
模
様
を『
読
む
』

こ
と
も
楽
し
み
で
す
。
ぜ
ひ
習

慣
づ
け
て
、
子
ど
も
た
ち
に
も

教
え
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

空
を
読
む

市
長
雑
感

伊
万
里
市
長 

　
塚
部 

芳
和

　国重要無形民俗文化財に指定されている『壬
み ぶ

生大念佛狂言』は、京都府壬生寺に

おいて年３回 14 日間のみ公開されている無言劇であり、約 700 年間途切れるこ

となく伝承されています。今回、明星桜里帰り 20 周年を記念して、（有）豊泉工

房の澤井豊
ほうせん

泉氏（伊万里市出身）の主催により特別に伊万里の地で公演されること

となりました。ぜひご鑑賞ください。　● 問合先　生涯学習課（　 ☎㉓３１８６）

『壬生大念佛狂言』

● 公演内容

▷午後１時～　　　　開　演

　壬生寺貫主の松浦俊海氏による

命に関する法話

▷午後１時 30 分～　『炮烙割』公演

▷午後２時 30 分～　『土蜘蛛』公演

▷午後３時 10 分　　公演終了予定

　『壬生大念佛狂言』の特別公演にあわせ、『有田・伊万里の芸術』特別展を開催します。有田工業高

等学校に収蔵されている 12 代酒井田柿右衛門、12 代中里太郎右衛門、13 代今泉今右衛門、源右

衛門ほかの作品とともに、『壬生大念佛狂言』に使用された衣
いしょう

裳なども展示します。

● 入場料　

▷前売券　一般 2,500 円、高校生以下 1,000 円

▷当日券　一般 3,000 円、高校生以下 1,000 円

※来場のとき、炮烙（素焼きの皿）を配布します

ので、願い事を書いてください。その炮烙を『炮

烙割』公演の中で割り、皆さんの願い事の成就

を願います。

※チケットは、市民会館、市民センター、市民図書館、

各町公民館、伊万里商工会議所、伊万里市観光協

会、教育委員会生涯学習課で販売しています。

『有田・伊万里の芸術』特別展示

特別公演明星桜里帰り
20 周年記念

10月21日 日
市民会館　大ホール

↑土蜘蛛（つちぐも）

↑炮烙割（ほうらくわり）

● 問合先　生涯学習課（　 ☎㉓３１８６）

↑菊花紋章入桐鳳凰
　浮彫染付花瓶

　特別展示の会場で、有田・伊万里の陶芸家、窯元に

協力いただき、チャリティーを開催します。その売り

上げの一部は、『壬生大念佛狂言』の費用に充てるほか、

九州北部豪雨災害義援金などに寄付します。

● 日　時　

　10 月 20 日（土）午後１時～５時

　10 月 21 日（日）午前９時～午後５時

● 会　場　市民センター文化ギャラリー

● 入場料　無　料
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9.10

ＭＩＮ

ＨＩＲＯ

7.3
金目シェフのミニ料理教室の様子参加者と伊万里おもてなし会との交流の様子

まちの話題

みんなの広場

8.22

みんなの広場
このコーナーでは、あなたの周りの身近な出来事
や話題を待っています。市役所情報広報課広報係
までご連絡ください。（☎㉓４３１３広報係直通）

　結婚式の企画などを手がけるアイ・ケイ・ケイグループ

（本社伊万里市）が、偉人らの実話に関する本『心に響く

小さな５つの物語Ⅰ・Ⅱ』480冊を市内の小中学校24校

に贈りました。これは、子どもたちに夢を叶えてほしいと

寄贈されたもので、金子社長は『子どもは地域の宝であり

将来の日本の力。本が役に立てば幸い』と話していました。

↓「子どものために役立てて」と寄贈本を手渡す金子和
か ず と し

斗志社長（右）

　　　 アイ・ケイ・ケイグループが心に響く実話集寄贈子どもたちに夢を実現してほしい

　市は、福岡都市圏からたくさんの観光客を

呼び込もうと、伊万里の自然や食などが満喫

できるバスツアーを開催しました。参加した

福岡県内の24人は、米なすの収穫や焼き物

の絵付け、ナシ狩りなどを体験。同行した『ザ・

レジデンシャルスイート・福岡』総料理長の

金
かな め

目光行氏が料理教室で実演した４品目と、

『伊万里おもてなしの会』による地元食材を

使った17品目の豪華ランチを堪能するなど、

伊万里ならではの魅力を実感していました。

　　　 『都市と農村の交流バスツアー』開催伊万里の魅力をフルに発信

↓福岡からの参加者は、地元食材などを使った21品目の豪華な昼食を笑顔で満喫

　外国人との交流を通して国際理解を深める『国際交流ひ

ろば』が市民センターで開かれました。これは、市国際交

流協会が毎年行っているもので、この日参加した小中学生

29人は、ボリビアや中国の家庭料理を作って食べたりゲ

ームをしたりと、身ぶり手ぶりを交えながら外国人講師た

ちと交流し、外国の文化を楽しく学ぶ１日を過ごしました。

↑金
きん

涛
とう

さん（右）と一緒にジャージャー麺
めん

づくりに挑戦する参加者

　　　 子どもらが外国文化と触れ合い異なる世界を体感料理や遊びを通じての異文化間交流

9.8

か　　つ　　し



第14回ライオンズ杯争奪
グラウンド・ゴルフ大会

● 期　日
　９月９日（日）
● 会　場
　国見台球技場
● 成　績（敬称略）

【A パート】
▶１ 位　髙野道雄★

（白野Ｇ・Ｇ愛好会）
▶２ 位　杉原カヅエ

（南波多福寿会）
▶３ 位　山口正子

（里クラブ）
【Ｂパート】 
▶１ 位　出口貫二（黒塩会）
▶２ 位　松尾シヅヨ（腰岳クラブ）
▶３ 位　渡辺定勝（木須団地）

【総合優勝】髙野道雄★
　　　　 　（白野Ｇ・Ｇ愛好会）
※★印はダイヤモンド賞
　（１ゲームにホールインワン３回以上）
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９
月
15
日
、『
伊
万
里
市
教
育
長

杯
第
５
回
中
学
校
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー

ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
』
が
啓
成
中

学
校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
日
ご
ろ
あ
ま
り
運
動

を
し
て
い
な
い
生
徒
に
、
い
つ
で

も
ど
こ
で
も
だ
れ
に
で
も
で
き
る

の
が
特
長
の
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を

通
し
て
、
ゲ
ー
ム
と
し
て
の
楽
し

さ
や
体
を
動
か
す
こ
と
の
喜
び
を

味
わ
っ
て
も
ら
い
、
心
と
体
の
健

康
増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
毎

年
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　
こ
の
日
は
、
市
内
７
つ
の
中
学

校
か
ら
77
人
の
生
徒
が
出
場
。
ペ

タ
ン
ク
、
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
、
オ
ー

バ
ル
ボ
ー
ル
の
３
種
目
に
仲
間
と

協
力
し
な
が
ら
挑
戦
し
心
地
よ
い

汗
を
か
い
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

他
校
の
生
徒
と
の
交
流
も
深
め
合

っ
て
い
ま
し
た
。

　
な
お
、
上
位
の
成
績
は
次
の
と

お
り
で
す
。

▼
優
　
勝
　
東
陵
中
文
化
部

　
　
　
　
　
　
　（
東
陵
中
学
校
）

▼
準
優
勝
　
フ
ァ
イ
ヤ
ー
・
ボ
ン

　
バ
ー
ズ
（
伊
万
里
中
学
校
）

▼
３
　
位
　
南
中
ア
ー
ト

（
南
波
多
中
学
校
）

第５回中学校ニュースポーツフェスティバル
ス
ポ
ー
ツ
っ
て
楽
し
い
！

　
体
動
か
し
楽
し
み
な
が
ら
交
流
深
ま
る

東陵中はカローリングでも圧倒 ペタンクを楽しむ中学生

オーバルボール今回初めて行われたオーバルボール

喜びの

　ホールイン！

【男子Ａクラス】
▶優　勝　伊万里卓親会
▶準優勝　たんぽぽ
▶３　位　松尾オート

【男子Ｂクラス】 
▶優　勝　伊万里高校Ａ
▶準優勝　伊万里ＴＴＣ‐Ｂ
▶３　位　金曜会Ａ
　　　　　国見中学校

【女子Ａクラス】
▶優　勝　伊万里プリティーズ
▶準優勝　武雄・鹿島クラブ
▶３　位　伊万里農林高校

【女子Ｂクラス】
▶優　勝　国見中学校Ａ
▶準優勝　伊万里中学校Ａ
▶３　位　国見中学校Ｂ

● 期　日　９月９日（日）
● 会　場　国見台体育館
● 参加チーム　36 チーム

第８回市近郊卓球大会

10 月の市民スポーツ

10 月の町民スポーツ
６日（土）
● 大川内町民ニュースポーツ交流会
　午前９時開会　大川内小学校
14 日（日）
● 立花地区町民運動会
　午前８時開会　立花小学校
● 東山代町民体育大会
　午前８時40分開会　東山代小学校
21 日（日）
● 大坪地区町民運動会
　午前８時開会　伊万里中学校
28 日（日）
● 南波多町内一周駅伝大会
　午前８時 30 分開会　南波多町内
● 夢みさきクロスカントリー大会
　午前８時 40 分開会　

　いまり夢みさき公園
● 松浦町民グラウンド・ゴルフ大会
　午前９時開会　松浦運動広場
● 東山代町民駅伝競走大会
　午前９時開会　東山代町内
11 月４日（日）
● 黒川町内一周駅伝競走大会
　午前９時開会　黒川町内
● やってみゅ〜だ 2012in 大川町

東京眉山会カップジュニア駅伝大会
　午前 11 時 30 分開会　大川町内

８日（月・祝）
● 国見台陸上カーニバル
　午前９時開会　国見台陸上競技場
11 日（木）
● 市老連シルバー体育大会
　午前９時開会　国見台球技場
14 日（日）
● 伊万里スポーツデイ
　午前８時 30 分開会
　①ペタンク大会（国見台球技場）
　②新体力テスト（国見台武道館）
　午前９時 30 分開会
　キッズスポーツフェスティバル

（国見台陸上競技場）
18 日（木）
● ふれあいいきいき

グラウンド・ゴルフ大会
　午前８時 30 分開会

　国見台陸上競技場ほか
20 日（土）
● 小学校陸上運動大会
　午前８時15分開会　国見台陸上競技場
21 日（日）
● 市民バレーボール大会
　午前８時 30 分開会　国見台体育館
28 日（日）
● 市近郊ジュニアバドミントン

選手権大会
　午前９時開会　国見台体育館
11 月２日（金）〜４日（日）
● 市長旗争奪伊万里地区

高等学校野球秋季大会
　午前９時開会　国見台野球場
11 月３日（土）
● 伊西地区中学生新人ソフトテニス大会
　午前８時 30 分開会　国見台庭球場
11 月４日（日）
● ベースボールフェスタ in 伊万里
　午前９時開会　国見台野球場
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② 質問紙（生活・意識）調査
○全国との比較で良好だった項目

●早寝、早起きができている。
●朝食を毎日食べている。
●地域の行事に参加している。
●近所の人に会った時は、あいさつをしている。

　４月16日、17日に実施された平成24年度全国学力・学習状況調査の調査結果が、文部科学省により公表されました。
伊万里市の概況についてまとめましたので公表します。なお、本調査結果については市内全小中学校において分析し、
各学校の課題を明らかにして具体的な対応策を考え、全職員共通理解のもとで実践に移しています。

①　学年・教科など
○小６年：国語Ａ、国語Ｂ、算数Ａ、算数Ｂ、
　　　　　理科、質問紙（生活・意識など）
○中３年：国語Ａ、国語Ｂ、数学Ａ、数学Ｂ、
　　　　　理科、質問紙（生活・意識など）

  調査内容

②　設問内容（A と B の違いとは？）

○Ａ（知識）身に付けておかなければ後の学年に影響を及ぼす内容
　　　　　 実生活において不可欠である知識・技能など
○Ｂ（活用）知識・技能などを実生活の場面に活用する力
　　　　　 課題解決のための構想を立てて実践し評価・改善する力など

① 学力調査

【伊万里市との比較マーク説明】
全国との比較（青枠　 ）　　 佐賀県との比較（白枠　 ）
◎：全国を上回っている　　○：佐賀県を上回っている
☆：全国とほぼ同程度　　　★：佐賀県とほぼ同程度
△：全国を下回っている　　▲：佐賀県を下回っている
※同程度とは 0.4％以内のひらき

※全国、県、市の数値は、いずれも抽出校の結果による

■小学校　
　全国平均と比べると、国語 A が同程度で、他の４科目は
すべて下回った。また、県平均と比べても、全国平均と比
べた結果と同じく、国語 A が同程度で、他の４科目はすべ
て下回った。
■中学校
　全国平均と比べると、国語Ｂの１科目のみ上回ったが、
他の４科目はすべて下回った。県平均と比べると、国語Ｂ、
数学 B、理科の３科目が上回り、国語Ａと数学 A は同程度
だった。

※この調査により測定できるのは、学力のうちのあくまで一部であり、すべてではありません。

○全国との比較で課題がある項目

● 普段や土・日曜日の勉強時間が短い。
● 授業の予習ができていない。
● 将来の夢や目標を持つことができていない。
● 携帯電話の使い方について、家の人と約束したことが　
　守られていない。
● テレビの視聴時間が長い。
● 苦手教科の勉強をしていない。
○伊万里市で特に取り組んでいる項目

（「あてはまる」「どちらかといえばあてはまる」を合わせた割合）
● 平日の家庭学習１時間以上 （小：48.2％　中：61.8％）
● 朝食を毎日食べている。　　（小：96.7％　中：94.3％）
● テレビは１日２時間以内 　（小：33.9％　中：34.3％）
● 読書を１日１時間以上　 　（小：16.5％　中：15.4％）
● いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思う。
　　　　　　　　　　　　 　（小：95.1％　中：93.6％）

③ 今後も伊万里市として力を入れていきたいこと
●授業における指導方法を改善し、学ぶ意欲を高める指導

や自ら考え主体的に学ぶ指導を行い、基礎的・基本的な
知識・技能の確実な定着を図る。また、課題とされる知
識の活用力や記述力を高める指導にも努める。

●学習習慣の面では家庭学習の量が少なく、家庭学習の内
容や方法についても課題がある。そこで、これまでの家
庭学習を全面的に見直し、学習の定着につながる効果的
な家庭学習に努めさせるようにする。

●中学校区ごとに授業交流や研修会実施などによる小中連
携を行い、中１ギャップを解消する取り組みを推進する。

●『いのちの教育』や『いじめを絶対に許さない教育』、『情
報モラル教育』など、心の教育のさらなる推進や規範意
識の向上を図る。

●『伊万里っ子しぐさ』の活用を広め、思いやりの心をもっ
た心豊かな子どもたちの育成を図る。

●『テレビ消し　早寝　早起き　朝ご飯』のスローガンの
もとに、学校・家庭・地域との連携による取り組みを継
続し、今後も規則正しい生活習慣の定着を図っていく。

●『家読』や『朝読書』の推進により、読書に親しむ機会
を増やし、読書の習慣を身につけ、読解力を育むととも
に、家庭だんらんの一助とする。

平成 24 年度全国学力・学習状況調査結果について
伊万里市教育委員会

  伊万里市の調査結果

 小学校・中学校共通

 小学校・中学校共通

中　学　校
国　語 数　学 理 科

A 知識 B 活用 A 知識 B 活用
全　国 75.1 63.3 62.1 49.3 51.0

佐賀県 73.7 63.0 61.2 47.4 49.2

伊万里市 △ ★ ◎ ○ △ ★ △ ○ △ ○

小　学　校
国　語 算　数 理 科

A 知識 B 活用 A 知識 B 活用
全　国 81.6 55.6 73.3 58.9 60.9

佐賀県 81.6 53.9 73.3 57.7 60.8

伊万里市 ☆ ★ △ ▲ △ ▲ △ ▲ △ ▲
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伊
万
里
市
男
女
恊
働
参
画
懇
話
会
　
い
ま
り
プ
ラ
ザ

　
　
男
女
協
働
参
画
に
つ
い
て
考
え
よ
う

同
和
問
題
講
演
会

↑魂をこめたパワフルな講演
　を展開した花柳幻舟さん

　
私
た
ち
の
め
ざ
す
男
女
協
働
参

画
社
会
と
は
、
男
性
も
女
性
も
、

と
も
に
人
権
を
尊
重
し
つ
つ
責
任

を
分
か
ち
合
い
、
個
性
と
能
力
を

発
揮
で
き
る
社
会
の
こ
と
で
す
。

『
男
性
は
仕
事
、
女
性
は
家
事
』
と

い
っ
た
固
定
的
な
性
別
役
割
分
担

意
識
は
、
男
性
を
追
い
つ
め
、
女

性
の
社
会
進
出
を
阻
む
大
き
な
要

因
で
す
。
こ
う
し
た
意
識
を
解
消

し
、
誰
も
が
自
分
ら
し
い
生
き
方

が
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
で
、

よ
り
暮
ら
し
や
す
い
社
会
を
築
い

て
い
け
る
で
し
ょ
う
。

　
男
女
協
働
参
画
の
キ
ー
ワ
ー
ド

は
『
協
働
』
で
す
。
こ
れ
は
読
ん

で
字
の
ご
と
く
「
協
力
し
て
働
く
」

こ
と
で
あ
り
、
性
別
に
関
わ
ら
ず

そ
れ
ぞ
れ
の
能
力
や
得
意
な
こ
と

を
活
か
し
て
皆
で
支
え
合
う
こ
と

は
、
家
庭
や
職
場
な
ど
に
お
い
て

最
も
重
要
な
こ
と
で
す
。

　
地
域
に
よ
っ
て
は
、
道
路
や
公

共
施
設
の
清
掃
奉
仕
作
業
な
ど
を

欠
席
し
た
場
合
、
出
不
足
金
と
し

て
一
定
の
金
額
を
徴
収
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
出
席
し
て
い
た
に

も
関
わ
ら
ず
女
性
だ
か
ら
と
い
う

理
由
で
出
不
足
金
を
徴
収
す
る
と

こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

男
女
不
平
等
な
慣
行
を
見
直
す
地

区
も
増
え
て
い
ま
す
が
、
地
域
の

事
情
に
よ
っ
て
は
残
っ
て
い
る
と

こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

　
実
際
に
出
不
足
金
の
男
女
差
を

な
く
し
た
地
区
で
は
、
住
民
の
不

満
も
な
く
ス
ム
ー
ズ
に
運
営
が
で

き
て
い
る
そ
う
で
す
。
地
域
全
体

で
こ
の
問
題
に
つ
い
て
話
し
合
う

こ
と
が
大
切
で
し
ょ
う
。
そ
れ
ぞ

れ
を
尊
重
し
合
う
男
女
協
働
参
画

社
会
が
１
日
も
早
く
実
現
す
る
こ

と
を
強
く
希
望
し
ま
す
。

※
出
前
講
座
を
希
望
す
る
場
合
は

　
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

● 

連
絡
先
　
男
女
協
働
・
ま
ち
づ

く
り
課 

（
☎
㉓
２
１
１
５
）

　
８
月
29
日
、
市
民
セ
ン
タ
ー
で

同
和
問
題
講
演
会
が
盛
会
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
市
が
毎

年
８
月
の
同
和
問
題
啓
発
強
調
月

間
の
取
り
組
み
と
し
て
、『
差
別
の

な
い
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
』
を
一

層
推
進
し
、
同
和
問
題
を
は
じ
め

と
す
る
あ
ら
ゆ
る
人
権
問
題
に
対

す
る
正
し
い
理
解
と
認
識
を
深
め

る
た
め
に
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

　
今
年
は
、
創
作
舞
踊
家
の
花
柳

幻
舟
さ
ん
を
講
師
に
招
き
、『
人
を

信
じ
て
、
人
を
頼
ら
ず
』
と
題
し

た
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
講
演
の
中
で
、
花
柳
幻
舟
さ
ん

は
、
旅
役
者
の
娘
が
故
に
心
な
い

差
別
や
偏
見
、
裏
切
り
を
受
け
た

過
去
な
ど
波
乱
万
丈
の
人
生
を
、

父
と
の
絆
き
ず
な

や
人
と
の
つ
な
が
り
、

諦
め
な
い
心
な
ど
で
乗
り
越
え
た

経
験
を
語
り
、『
人
生
、
い
つ
だ
っ

て
や
り
直
し
が
で
き
る
』、『
何
も

し
な
け
れ
ば
、
何
も
変
わ
ら
な
い
』

な
ど
の
多
く
の
人
間
味
あ
ふ
れ
る

熱
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
参
加
者
に
お

く
っ
て
い
ま
し
た
。

　
　
　

　
　
鈴
桶
遺
跡
は
、
腰
岳
の
北
西

側
丘
陵
の
標
高
約
１
２
０
㍍
の

地
点
、
二
里
町
川
東
字

鈴
桶
に
所
在
し
ま
す
。

　
こ
の
遺
跡
で
は
、

縄
文
時
代
後
期
（
約

４
千
年
～
２
千
年
前
）

の
石
器
が
製
作
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　
石
器
作
り
は
、
ま

ず
、
材
料
と
な
る
石

材
の
原
石
を
打
ち

割
っ
て
、
道
具
作
り

に
適
し
た
形
の
破
片

（
剥は

く

片へ
ん

）
を
作
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
加
工
し
て

石せ
き

鏃ぞ
く

な
ど
の
道
具
を

作
り
上
げ
ま
す
。

　
鈴
桶
遺
跡
で
出
土

し
た
遺
物
の
ほ
と
ん
ど
は
、
腰

岳
で
産
出
す
る
黒
曜
石
製
の
石せ

き

刃じ
ん

（
写
真
）、
と
呼
ば
れ
る
縦
長

の
規
格
的
な
剥
片
や
そ
れ
ら
を

打
ち
割
っ
て
生
じ
た
石
屑く
ず

な
ど

で
、
そ
の
他
の
遺
物
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

　
石
刃
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
道
具
作
り
に
適
し
て

い
た
た
め
、
大
量
に
必

要
と
さ
れ
た
剥
片
で
す
。

ま
た
、
石
刃
を
作
る
に

は
、
石
を
一
定
の
形
に

割
る
と
い
う
高
度
な
技

術
が
必
要
で
す
。
つ
ま

り
、
鈴
桶
遺
跡
は
高
度

な
技
術
を
持
っ
た
集
団

が
石
刃
を
作
っ
た
、
工

房
の
よ
う
な
場
所
だ
っ

た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
鈴
桶
遺
跡
の
遺
物

は
、
縄
文
時
代
の
石
器

作
り
の
優
れ
た
技
術
を

示
す
貴
重
な
資
料
と
し
て
活
用

さ
れ
た
り
、
考
古
学
者
の
研
究

テ
ー
マ
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ

と
も
し
ば
し
ば
で
す
。

　

鈴す

ず

桶お

け

遺
跡

　
　
　
〜 

縄
文
時
代
の
技
術
集
団
の
残
し
た
遺
跡 

〜

　
遺
跡
か
ら
見
る
伊
万
里
の
歴
史
⑥  

◆
問
合
先
　
生
涯
学
習
課

　
　
　（
☎
㉓
３
１
８
６
）

鈴桶遺跡出土石刃
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↑
補
聴
器
を
使
い
な
が
ら
塚
部
市
長
と

談
笑
す
る
前
田
キ
ヨ
さ
ん

↑
趣
味
の
創
作
品
展
で
は
多
く
の
人

が
熱
心
に
鑑
賞
し
て
い
ま
し
た

↑
27
組
が
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を

存
分
に
発
揮
し
た
演
芸
発
表

伊
万
里
白
露
短
歌
会

中
西
　
信
行

き
り
開
く
斧
錆
び
ゐ
む
か
国
政
の

　
魁か

い

ら
に
日
本
の
標
恃た

の

む
も

　
８
月
24
日
、
市
民
会
館
で
『
創

造
と
連
帯
の
輪
を
広
げ
て
心
豊
か

な
21
世
紀
を
』
を
テ
ー
マ
に
、
第

41
回
市
老
人
福
祉
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
市
内
の
老
人
ク
ラ
ブ

会
員
な
ど
約
１
０
０
０
人
が
参
加

し
た
会
場
は
た
ち
ま
ち
満
員
と
な

り
、
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
に

ぎ
わ
い
を
み
せ
ま
し
た
。

　
大
会
は
、
式
典
と
講
演
、
演
芸

発
表
の
３
部
構
成
で
開
催
。
式
典

で
は
、
元
市
老
連
副
会
長
の
山
口

源
次
さ
ん
ら
５
人
へ
の
感
謝
状
の

贈
呈
や
、
趣
味
の
創
作
品
展
入
賞

者
の
表
彰
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

講
演
会
で
は
『
ス
ト
ッ
プ
！
熱
中

症
ス
ト
ッ
プ
！
脳
卒
中
』
と
題
し
、

新
武
雄
病
院
脳
神
経
外
科
部
長
の

大
中
洋
平
氏
を
講
師
に
招
い
て
行

わ
れ
、
ま
た
、
演
芸
発
表
で
は
、

思
い
思
い
の
衣
装
に
身
を
包
ん
で

趣
向
を
凝
ら
し
た
歌
や
踊
り
が
披

露
さ
れ
、
参
加
者
は
楽
し
い
ひ
と

と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。
昼
の
休

憩
中
に
も
、『
ス
ト
ッ
プ
温
暖
化
』

　
９
月
４
日
、
市
内
女
性
の
最
高

齢
者
を
塚
部
市
長
が
訪
問
し
、
長

寿
の
お
祝
い
に
、
記
念
品
を
贈
呈

し
ま
し
た
。

　
今
回
訪
問
し
た
新
天
町
の
前
田

キ
ヨ
さ
ん
は
、
現
在
１
０
９
歳
。

市
内
の
最
高
齢
者
と
い
う
だ
け
で

な
く
、
県
内
の
最
高
齢
者
で
も
あ

り
ま
す
（
９
月
21
日
現
在
）。

　
今
も
健
康
診
断
の
結
果
で
異
常

は
な
く
、
家
の
周
り
の
散
歩
を
日

課
に
し
て
い
る
キ
ヨ
さ
ん
は
、
伊

万
里
牛
や
う
な
ぎ
な
ど
が
好
物
で

三
食
好
き
嫌
い
な
く
し
っ
か
り
食

べ
て
い
る
と
の
こ
と
。
ま
た
、
時

折
ビ
ー
ル
や
日
本
酒
も
た
し
な
ま

れ
る
そ
う
で
す
。
マ
イ
ペ
ー
ス
な

性
格
だ
と
い
う
キ
ヨ
さ
ん
の
長
生

き
の
秘
訣け

つ

は
、『
く
よ
く
よ
と
考
え

ず
、
根
に
持
た
な
い
こ
と
』。
ひ
孫

と
会
う
こ
と
が
一
番
の
喜
び
だ
と

話
す
キ
ヨ
さ
ん
。
塚
部
市
長
に「
国

内
最
高
齢
者
を
め
ざ
し
て
」
と
声

を
掛
け
ら
れ
る
と
嬉
し
そ
う
に
大

き
く
う
な
ず
か
れ
て
い
ま
し
た
。

　
な
お
、
予
定
し
て
い
た
市
内
男

性
最
高
齢
者
の
訪
問
は
、
都
合
に

よ
り
行
わ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

と
題
し
た
に
わ
か
劇
や
、
参
加
型

の
い
き
い
き
ク
ラ
ブ
体
操
が
行
わ

れ
、
会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。

　
玄
関
ホ
ー
ル
で
は
、
会
員
の
趣

味
の
創
作
品
展
も
開
催
さ
れ
、
書

や
陶
芸
な
ど
の
力
作
が
、
来
場
し

た
多
く
の
人
の
目
を
楽
し
ま
せ
て

い
ま
し
た
。

↑
補
聴
器
を
使
い
な
が
ら
塚
部
市
長
と

談
笑
す
る
前
田
キ
ヨ
さ
ん

　
前
田 

キ
ヨ  

　（
新
天
町
）
が 

１
０
９
歳

市
内
女
性
最
高
齢
者
を
塚
部
市
長
が
訪
問

創
造
と
連
帯
の
輪
を
広
げ
て
心
豊
か
な
21
世
紀
を

さ
ん

第
41
回
市
老
人
福
祉
大
会
開
催

赤
米
の
穂
波
弥
生
の
風
孕は

ら

む

伊
萬
里
ホ
ト
ト
ギ
ス
會

大
久
保
　
花
舟



15 2012.10

　
ぼ
く
は
、
じ
い
ち
ゃ
ん
、
ば
あ

ち
ゃ
ん
と
遊
ぶ
の
が
大
〜
好
き
♥

車
に
も
目
が
な
く
っ
て
『
く
る
ま

博
士
』
と
呼
ば
れ
て
る
ん
だ
よ
★

ご
飯
も
モ
リ
モ
リ
食
べ
る
ん
だ
♪

こ
の
ご
ろ
納
豆
や
ケ
ー
キ
の
お
い

し
さ
に
目
覚
め
ち
ゃ
っ
た
ん
だ

(^^)

  木
きの

下
した

  翼
つばさ

さん

　
翼
の
笑
い
声
は
明
る
い
我
が
家
の

シ
ン
ボ
ル

(^^)
最
近
は
お
し
ゃ
べ
り
が

上
手
に
な
っ
た
ね
♬
翼
と
お
話
し
す

る
時
間
が
何
よ
り
の
楽
し
み
だ
よ
✿

★亮
りょう

・梓
あずさ

さんの長男

★脇田町脇田

(　  )２歳
１か月

お
と

う
さんからひと

こ
と

友
人
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
述
べ

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
同
じ
く
、
９
月
３
日
に
訪
問
し

た
松
尾
ナ
カ
さ
ん
は
、
今
で
も
三

食
好
き
嫌
い
な
く
し
っ
か
り
食

べ
、
中
で
も
娘
さ
ん
お
手
製
の
よ

も
ぎ
餅
を
特
に
好
ん
で
食
べ
ら
れ

る
そ
う
で
す
。
ナ
カ
さ
ん
は
、
明

る
く
楽
し
い
性
格
で
、
三
味
線
や

カ
ラ
オ
ケ
、
踊
り
な
ど
多
趣
味
。

ま
た
、
頑
張
り
屋
で
80
歳
過
ぎ
ま

で
畑
仕
事
を
さ
れ
て
い
た
と
の
こ

と
で
す
。
そ
ん
な
ナ
カ
さ
ん
の
長

生
き
の
秘
訣
は
、『
何
に
で
も
好
奇

心
を
持
ち
、
ま
た
、
好
き
な
こ
と

に
打
ち
込
む
こ
と
』
だ
そ
う
で
す
。

こ
の
日
は
、
療
養
先
の
長
生
園
に

ご
家
族
な
ど
が
祝
福
に
訪
れ
、
ナ

カ
さ
ん
は
穏
や
か
な
表
情
を
浮
か

べ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

岸川ミサ子さん

松尾　ナカさん

い
つ
ま
で
も

（二里町）

（立花町）

お
元
気
で

　
９
月
12
日
、
第
66
回
市
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
国

見
台
球
技
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

愛
好
者
相
互
の
親
睦
と
体
力
づ
く

り
を
目
的
に
、
市
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
が
毎
年
開
催
し
て
い
る
も
の

で
、
こ
の
日
は
市
内
か
ら
26
チ
ー

ム
、約
１
５
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
大
会
は
、
技
術
と
頭
脳
を
発
揮
し

た
チ
ー
ム
プ
レ
ー
の
連
続
で
、
少
し

汗
ば
む
陽
気
の
な
か
、
白
熱
し
た
好

ゲ
ー
ム
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
上
位
の
成
績
は
次
の
と

お
り
で
す
。

▼
優
　
勝
　
黒
川
B
（
黒
川
町
）

▼
準
優
勝
　
大
川
Ａ
（
大
川
町
）

▼
３
　
位
　
牧
　
島
（
牧
島
地
区
）

第
66
回
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
　
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

↑和気あいあいとプレーを楽しみ
　親睦を深めました

　
め
で
た
く
百
歳
の
誕
生
日
を
迎

え
ら
れ
た
市
内
の
２
人
の
高
齢
者

を
塚
部
市
長
が
訪
問
し
、
記
念
の

メ
ダ
ル
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　
９
月
３
日
に
訪
問
し
た
岸
川
ミ

サ
子
さ
ん
は
、
今
で
も
新
聞
を
す

み
ず
み
ま
で
読
み
、
刺
身
や
鳥
の

唐
揚
げ
が
好
物
で
三
食
好
き
嫌
い

な
く
し
っ
か
り
食
べ
て
い
る
と
の

こ
と
で
お
元
気
そ
の
も
の
。
運
転

免
許
を
55
歳
で
取
得
し
、
90
歳
近

く
ま
で
運
転
を
し
て
い
た
そ
う
で

す
。
カ
ラ
オ
ケ
や
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、

大
正
琴
な
ど
多
趣
味
だ
っ
た
と
い

う
ミ
サ
子
さ
ん
の
長
生
き
の
秘
訣

は
、『
く
よ
く
よ
し
な
い
こ
と
。
自

分
の
こ
と
は
自
分
で
す
る
。
あ
と

は
、
友
達
を
た
く
さ
ん
つ
く
る
こ

と
』
だ
そ
う
で
す
。
百
寿
の
記
念

メ
ダ
ル
を
受
け
取
る
と
、
家
族
や

百
寿
メ
ダ
ル
贈
呈

百
寿
メ
ダ
ル
贈
呈

黒
川
B
チ
ー
ム
が
優
勝

15 2012.10

平
ひら

井
い

 寛
ひろ

子
こ

さん

★
お
仕
事
は
　
保
育
士
と
し
て
伊
万

里
幼
稚
園
に
勤
務
し
て
い
ま
す
✿

大
好
き
な
子
ど
も
た
ち
と
貴
重
な

時
間
を
過
ご
せ
て
い
て
幸
せ
★
子

ど
も
一
人
ひ
と
り
へ
の
心
配
り
、

目
配
り
を
心
掛
け
て
い
ま
す
☀

★
大
好
物
は
　

　
居
酒
屋
メ
ニ
ュ
ー
全
般
で
す

(^^)

★
休
日
の
過
ご
し
方
は
　

　
友
だ
ち
と
カ
フ
ェ
に
行
っ
た
り

プ
チ
旅
行
を
し
た
り
し
て
い
ま

す
♣
女
だ
け
10
人
以
上
が
集
ま

る
月
１
恒
例
の
女
子
会
も
毎
月

の
楽
し
み
の
ひ
と
つ
で
す
ね

(^^)

★
趣
味
は
　
映
画
鑑
賞
♬
映
画
館

に
も
よ
く
通
っ
て
い
ま
す
よ
♪

★
好
き
な
男
性
の
タ
イ
プ
は
　
家
族

思
い
で
優
し
く
て
面
白
い
人
♥

★新天町２区

★しし座・Ｂ型

(23 歳)
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恒
例
の
海
と
山
の
幸
の
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
や
一
般
の
人
も
参
加
で
き

る
ろ
漕こ

ぎ
レ
ー
ス
大
会
に
加
え
、

今
回
は
新
た
に
マ
グ
ロ
の
解
体
シ

ョ
ー
や
花
火
大
会
、
カ
ラ
オ
ケ
大

会
な
ど
の
企
画
を
用
意
し
て
皆
さ

ん
の
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●

 

日
　
時
　
10
月
７
日
（
日
）

正
午
〜
午
後
７
時
30
分

※
雨
天
時
は
中
止
し
ま
す
。

●

 

会
　
場

　
波
多
津
漁
港
北
側
広
場

●

 

駐
車
場
　
波
多
津
運
動
広
場

●

 

内
　
容
　

▽
潮
風
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
コ
ー
ナ
ー

▽
物
産
展
（
農
水
産
物
販
売
）

▽
和
舟
ろ
漕
ぎ
レ
ー
ス
大
会

・
１
チ
ー
ム
　
５
人

・
参
加
費
　
２
０
０
０
円

▽
い
ろ
は
島
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
（
当

日
受
付
）　
な
ど

●

 

申
込
・
問
合
先
　
波
多
津
公
民
館

（
　
☎
㉕
０
０
０
１
）

　
皆
さ
ん
に
森
林
・
林
業
・
木
材

産
業
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
も

ら
う
こ
と
を
目
的
に
、
県
産
木
材

を
使
っ
た
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
す
。

● 

日
　
時
　
10
月
８
日
（
月
・
祝
）

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

：このマークが付いている記事は、市のホームページでもご覧になれます。 伊万里市役所 検索

● 

場
　
所
　
伊
万
里
木
材
市
場
周

　
辺
特
設
会
場

● 

内
　
容
　

　
木
工
教
室
、
ビ
ン
ゴ
大
会
、
ス

タ
ン
プ
ラ
リ
ー
な
ど

● 

問
合
先
　

　
農
山
漁
村
整
備
課
林
務
水
産
係

（
　
☎
㉓
２
５
９
１
）

　
消
費
者
問
題
に
関
す
る
事
例
や

対
処
方
法
を
紹
介
し
ま
す
。

● 

日
　
時
　
10
月
８
日(

月
・
祝)

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

● 

会
　
場
　
市
民
セ
ン
タ
ー

● 

内
　
容
　

▽
『
賢
い
消
費
者
』
コ
ー
ナ
ー

・
悪
徳
商
法
や
契
約
に
関
す
る
パ

　
ネ
ル
展
示

・
相
談
が
多
い
ト
ラ
ブ
ル
の
事
例

　
紹
介

・
市
内
の
消
費
生
活
相
談
状
況

・
消
費
生
活
相
談
コ
ー
ナ
ー

●

  

問
合
先
　

　
情
報
広
報
課
市
民
サ
ー
ビ
ス
係

（
☎
㉓
２
１
３
３
）

● 

日
　
時
　
11
月
４
日
（
日
）

午
前
９
時
30
分
〜

● 

会
　
場
　
大
川
運
動
広
場
ほ
か

● 

内
　
容

お
知
ら
せ

▽
第
10
回
佐
賀
県
玉
入
選
手
権
大
会

６
人
で
１
０
０
個
の
玉
を
い
か
に

速
く
バ
ス
ケ
ッ
ト
に
入
れ
る
か
を

競
う
タ
イ
ム
ト
ラ
イ
ア
ル
競
技

※
参
加
料
　
１
チ
ー
ム
３
０
０
０
円

▽
東
京
眉ま

ゆ

山や
ま

会
カ
ッ
プ
ジ
ュ
ニ
ア

　
駅
伝
大
会

※
参
加
料
　
１
チ
ー
ム
２
０
０
０
円

※
玉
入
、
駅
伝
大
会
と
も
申
込
期

　
限
は
、
10
月
16
日
（
火
）
ま
で

▽
大
川
町
ふ
る
さ
と
祭
り
、
グ
ラ
ウ

ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
、
バ
ー
ベ
キ

ュ
ー
、
バ
ザ
ー
、
抽
選
会
な
ど

● 

申
込
・
問
合
先
　
大
川
公
民
館

（
　
☎
㉙
２
０
０
１
）

　
障
害
者
虐
待
防
止
法
が
10
月
１

日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

法
律
は
、
虐
待
に
よ
っ
て
障
害
者

の
権
利
や
尊
厳
が
脅
か
さ
れ
る
こ

と
を
防
ぐ
た
め
の
も
の
で
す
。
障

害
者
の
安
定
し
た
生
活
や
社
会
参

加
を
助
け
る
た
め
、
み
ん
な
で
虐

待
防
止
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

　
障
害
者
の
虐
待
に
か
か
わ
る
通

報
や
届
出
、
支
援
な
ど
に
つ
い
て

は
、
左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

● 

連
絡
・
問
合
先
　

▽
福
祉
課
社
会
福
祉
係

（
☎
㉓
２
１
５
６
）

▽
伊
万
里
・
有
田
障
害
者
生
活
支

援
セ
ン
タ
ー
（
☎
㉓
３
５
１
２
）

障
害
者
虐
待
防
止
法
が

施
行
さ
れ
ま
し
た

波
多
津
み
な
と
祭
り

あ
な
た
と
私
の
生
活
展

が
ば
い
じ
ゃ
ー
も
く

ま

つ

り

開

催

子育て支援センターに
　　　　　遊びにきませんか
　子育てに関する悩みや相談を受け付けてい
ます。ひとりで悩まずにお気軽にご相談ください。

①つくしんぼランド（要申込）
　就園前の乳幼児とその保護者が集い、歌や
簡単な製作などを行います。
● 日　時　10 月 17 日（水）
　　　　　午前 10 時〜正午
● 場　所　黒川公民館
②お誕生会（要申込）
　10 月生まれの乳幼児とその保護者
● 日　時　10 月 24 日（水）
　　　　　午前 11 時 〜11 時 45 分
● 場　所　子育て支援センターぽっぽ
◆申込・問合先
　子育て支援センターぽっぽ

　　　　　　（☎㉓５１９７）

や
っ
て
み
ゅ
ー
だ

２
０
１
２
ｉ
ｎ
大
川
町

チャンネル

お知らせコーナー
チャンネル
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10
月
は
土
地
月
間
で
す

● 

日
　
時
　
10
月
10
日
（
水
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

● 

会
　
場
　
市
民
セ
ン
タ
ー

● 

内
　
容
　
金
銭
問
題
、
夫
婦
・

親
子
関
係
、
相
続
、
土
地
・
建

物
問
題
、
交
通
事
故
な
ど
で
困

っ
て
い
る
人
に
裁
判
所
の
民

事
・
家
事
調
停
委
員
と
弁
護
士

が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

● 

問
合
先
　
伊
万
里
調
停
協
会
（
伊

万
里
簡
易
裁
判
所
内
）

（
☎
㉓
３
３
４
０
）

　
解
雇
や
賃
金
不
払
い
、
労
働
条

件
の
切
り
下
げ
な
ど
、
困
っ
た
こ

と
や
疑
問
に
思
っ
て
い
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。
県
、佐
賀
労
働
局
、

社
会
保
険
労
務
士
会
、
労
働
者
福

祉
協
議
会
が
合
同
で
労
働
問
題
解

決
の
た
め
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

● 

日
　
時
　
10
月
20
日
（
土
）

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

● 

場
　
所
　
市
民
セ
ン
タ
ー

● 

問
合
先
　
　

　
佐
賀
県
雇
用
労
働
課

（
☎
０
９
５
２
㉕
７
１
０
０
）

　
一
定
面
積
以
上
の
土
地
に
つ
い

て
、
売
買
な
ど
の
取
引
を
し
た
場

合
に
は
、
国
土
利
用
計
画
法
に
よ

り
、
契
約
締
結
後
２
週
間
以
内
に
、

買
主
が
土
地
の
利
用
目
的
お
よ
び

取
引
価
格
な
ど
を
届
け
出
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
県
で
は
、
そ
の
利
用
目
的
が
公

表
さ
れ
て
い
る
土
地
利
用
に
関
す

る
計
画
に
適
合
し
て
い
る
か
な
ど

を
審
査
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
利

用
目
的
の
変
更
を
勧
告
し
ま
す
。

ま
た
、
届
出
を
し
な
か
っ
た
り
、

偽
り
の
届
出
を
す
る
と
罰
則
が
科

せ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

● 

届
出
が
必
要
な
面
積

▽
都
市
計
画
区
域５

千
平
方
㍍
以
上

▽
都
市
計
画
区
域
以
外
の
区
域

１
万
平
方
㍍
以
上

● 

届
出
義
務
者
　
土
地
の
買
主

● 

届
出
の
時
期

　
契
約
締
結
後
２
週
間
以
内

● 

罰
　
則
　
６
月
以
下
の
懲
役
ま

　
た
は
１
０
０
万
円
以
下
の
罰
金

● 

届
出
・
問
合
先
　

▽
佐
賀
県
県
土
づ
く
り
本
部
土
地

　
対
策
課

　（
☎
０
９
５
２
㉕
７
０
３
４
）

▽
企
画
政
策
課
（
☎
㉓
２
１
２
４
）

　
市
は
、
ご
み
の
減
量
化
を
推
進

す
る
た
め
、
レ
ジ
袋
の
削
減
な
ど

に
取
り
組
む
『
マ
イ
バ
ッ
グ
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
』
を
実
施
し
て
い
て
、

10
月
は
買
い
物
袋
持
参
運
動
の
強

調
月
間
で
す
。
買
い
物
時
は
、
レ

ジ
袋
の
受
け
取
り
を
極
力
避
け
、

家
庭
内
に
あ
る
買
い
物
袋(

マ
イ

バ
ッ
グ
）
を
持
参
す
る
こ
と
で
、

レ
ジ
袋
の
削
減
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

● 

問
合
先
　
環
境
課
リ
サ
イ
ク
ル

推
進
係
（
☎
㉓
２
１
４
５
）

　
唐
津
玄
海
の
水
産
物
・
水
産
加

工
物
が
勢
ぞ
ろ
い
し
ま
す
。

合
同
巡
回
労
働
相
談
会

マ
イ
バ
ッ
グ
で
レ
ジ
袋

を
減
ら
し
ま
し
ょ
う

唐
津
お
魚
ま
つ
り

●

 

日
　
時
　
10
月
21
日
（
日
）

　
午
前
９
時
〜
午
後
２
時

●

 

会
　
場
　
唐
津
港
沿
岸
物
市
場

周
辺
（
唐
津
市
海
岸
通
）

●

 

内
　
容
　

▽
魚
介
類
・
水
産
加
工
物
な
ど
の
直
売

▽
ア
ジ
の
す
り
み
鍋
（
先
着

２
０
０
人
無
料
配
布
）

▽
魚
の
袋
詰
め
放
題
（
定
員

２
０
０
人
・
１
回
１
０
０
円
）

▽
マ
グ
ロ
の
解
体
シ
ョ
ー
な
ど

●

 

問
合
先
　

▽
唐
津
玄
海
地
区
水
産
物
消
費
拡

大
協
議
会
・
唐
津
市
水
産
課
内

（
☎
０
９
５
５
72
９
１
３
０
）

▽
農
山
漁
村
整
備
課
林
務
水
産
係

（
☎
㉓
２
５
９
１
）

　県内最大のスポーツイベントをご
案内します。
■第 65 回 県民体育大会
▷日　時　　
　10 月 20 日（土）、21 日（日）
※総合開会式は、20 日の午前８時

50 分より芦刈文化体育館で開催さ
れます。このとき、体育功労者の
表彰が行われる予定です。

▷会　場　佐賀、多久、小城市内の
　各会場（種目ごとに異なる）
　昨年の総合５位からの躍進のため
には皆さんの応援の力が必要です。
みんなで伊万里市チームを応援しま
しょう！

伊万里スポーツ
Ｇｏ！Ｇｏ！

● 問合先  体育保健課（☎㉓３１８７）

スポーツはチカラ。健康はタカラ。

★
★

★
★ 無

料
調
停
相
談
会

お知らせコーナー
チャンネル

● 日　時　10 月 21 日（日）午前 10 時〜午後４時
● 対象者　市内在住・在勤の独身者もしくは結婚を

　　　　機に伊万里市に住む意志がある人
● 参加費　1,500 円
● 定　員　男女各 15 人
● 申込方法　メールまたは電話
● 申込・問合先　婚活応援課（　 ☎㉓２９５０）
※メールアドレス　deai@city.imari.saga.jp

婚活クッキング　ピザ＆ケーキ作り
婚活イベントの紹介♥

♥♥

設置しましょう。住宅用火災警報器（消防本部予防課 ☎ ㉓２１１８）
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▽
立
花
町
字
廣
田
１
２
８
７
番

21
（
宅
地
　
９
９
９
・
08
㎡
）

２
４
５
０
万
円

▽
立
花
町
字
陣
内
34
番
３
（
宅
地

１
７
０
・
67
㎡
、
工
作
物
一
式
）

69
万
６
千
円

▽
東
山
代
町
里
字
新
田
１
７
７
番

69
（
宅
地
　
１
６
５
・
79
㎡
）

　
１
９
４
万
円

▽
東
山
代
町
里
字
新
田
１
７
７
番

72
（
宅
地
１
６
６
・
13
㎡
）

　
１
６
４
万
円

● 

申
込
期
限
　
10
月
31
日
（
水
）

●

 

問
合
先
　
佐
賀
労
働
局
総
務
部

　
総
務
課
会
計
第
二
係

（
☎
０
９
５
２
㉜
７
１
５
５
）

● 

日
　
時
　
11
月
14
日
（
水
）

● 

場
　
所
　

　
武
雄
・
嬉
野
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

● 

参
加
資
格
　

　
市
民
ま
た
は
市
内
在
勤
者

● 

申
込
期
間
（
厳
守
）　
10
月
１

日
（
月
）
〜
10
月
31
日
（
水
）

※
表
彰
式
、
親
睦
会
が
あ
り
ま
す
。

● 

申
込
・
問
合
先
　

　
市
ゴ
ル
フ
協
会
事
務
局
・
チ
ャ

レ
ン
ジ
ス
ポ
ー
ツ
有
限
会
社
内

（
☎
㉒
５
１
２
３
）

　11 月１日（木）から 10 日（土）までを、伊万
里を美しくする市民運動『市民大清掃』の期間とし

て定めています。この時期に、普段手の届かない場

所の清掃を行いましょう。

◆ 11 月４日（日）の環境センター受付時間　

　午前８時 30 分〜午後４時 30 分

　（正午〜午後１時は昼休みのため搬入できません）

※各自で環境センターへ搬入されるごみは有料で

す。汚泥や建築廃材、農機具、など受け入れでき

ないものがありますので、ご注意ください。

※スプレー缶には必ず穴を開けてください。

◆料　金　100 ㎏まで 250 円、以後 50 ㎏ごとに

　　　　　125 円加算

◆問合先　環境課リサイクル推進係

（　 ☎㉓２１４５）

す
。
ぜ
ひ
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

● 

日
　
時
　
10
月
13
日
（
土
）

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
２
時
20
分

● 

会
　
場
　
伊
万
里
特
別
支
援
学

　
校
体
育
館
、
小
学
部
棟
、
交
通

　
公
園
周
辺

● 

問
合
先
　
県
立
伊
万
里
特
別
支

　
援
学
校
（
☎
㉓
８
５
５
４
）

● 

日
　
時
　
10
月
26
日(

金)

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

● 

会
　
場
　
多
久
市
中
央
公
民
館

　
ほ
か
４
会
場

● 

内
　
容
　
５
つ
の
分
科
会
に
分

　
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
科
会
で

　
の
実
践
報
告
や
発
表
を
行
う
。

● 

参
加
費
　
１
５
０
０
円

●

 

問
合
先
　
佐
賀
県
人
権
・
同
和
教

育
研
究
協
議
会
事
務
局
・
佐
賀

県
教
育
セ
ン
タ
ー
研
究
調
査
棟

内
（
☎
０
９
５
２
62
６
４
３
４
）

　
売
買
物
件
は
、
す
べ
て
現
況
引
き

渡
し
で
、
原
則
と
し
て
申
し
込
み
の

先
着
順
に
よ
り
契
約
相
手
方
を
決
定

し
ま
す
。
申
請
す
る
際
は
、
事
前
に

電
話
で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
佐
賀
労
働
局
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

● 

物
件
・
売
払
価
格

▽
盆
栽
展
　
11
月
３
日
〜
４
日

▽
茶
　
会
　
11
月
４
日

▽
色
紙
短
冊
展
　

　
10
月
28
日
〜
11
月
４
日

※
そ
の
他
の
展
示
や
発
表
に
つ
い

て
は
、
ポ
ス
タ
ー
な
ど
で
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

● 

問
合
先
　

　
伊
万
里
市
文
化
連
盟
・
橋
口

（
☎
㉓
０
９
３
３
）

　
伊
万
里
特
別
支
援
学
校
の
児

童
・
生
徒
が
学
習
発
表
や
作
品
展

示
、
作
業
学
習
で
作
っ
た
製
品
の

販
売
学
習
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
の
バ
ザ
ー
も
あ
り
ま

◎
合
同
芸
能
発
表
会

● 

日
　
時
　
11
月
４
日
（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
４
時
30
分

● 

会
　
場
　
市
民
セ
ン
タ
ー

● 

入
場
料
　
３
０
０
円

● 

内
　
容
　
箏そ

う

曲
、
長
唄
、
民
謡
、

大
正
琴
、
吟
詠
、
詩
舞
、
日
舞
、

舞
踊
、
器
楽
、
バ
レ
エ
、
ハ
ワ

イ
ア
ン
フ
ラ
、
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス

● 

同
時
開
催
の
展
示
や
発
表

▽
美
術
展
　
11
月
１
日
〜
４
日

▽
華
道
展
　
11
月
３
日
〜
４
日

ぼ
し
ゅ
う

市
民
ゴ
ル
フ
大
会

伊
万
里
市
文
化
祭
を

開

催

し

ま

す

の市民大清掃

公共施設の清掃日　11 月４日（日）

秋 お
知
ら
せ

伊
万
里
特
別
支
援
学
校

は

っ

て

ん

祭

国
有
地
を
売
却
し
ま
す

県
人
権
・
同
和
教
育

研
究
大
会
（
分
科
会
）

チャンネル

お知らせコーナー
チャンネル

202

二里
小学校

ホンダ
さん

トヨタ
さん至 

佐
世
保
↓

至 有田→

↑
至 

唐
津

ワンダーランド
さん

いすゞ
さん

展示場
ココ
展示場
ココ

二里
公民館

（株）エコライフ・ニブ
伊万里市二里町大里336-8

二里公民館横
（0955）20-4188

太陽光もリフォームもエコライフ・二ブにお任せ!
とにかく一度はご覧ください！
太陽光発電のすべてが

分かる展示場

三菱は発電効率

NO.1
トイレ

キッチン浴 室

床暖房
リフォーム

住宅リフォーム助成金 最大40万円

どちらも
大人気

毎週火曜日は午後７時まで住民票・税証明などの交付業務を行っています（市役所のみ）
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家庭で
　できる！

今月の省エネと

　　地球温暖化対策

シャワーは不必要に流したままにしない
　シャワー使用時に 45℃のお湯を流す時間を１分間短縮した場合、

　年間でガス 12.78 ㎥の省エネ、約 1,760 円の節約、水
道 4.38 ㎥の省エネ、約 1,000 円の節約、二酸化炭素 
29.1kg の削減になります。
　また、大風量のドライヤーは短時間で多くの電力を消費します。ド

ライヤーはタオルでよく髪をふいてから使いましょう。

■ 参考 : 省エネルギーセンターのホームページ　http//www.eccj.or.jp/

■問合先　
環境課生活環境係（　 ☎㉓２１４４）

★ピアノおさらい会
　７日（日）午後２時 30 分開演
★ボランティアまつり
　８日（月・祝）午前 10 時開演　
★秋の経営セミナー　落合博満　講演会
　10 日（水）午後６時開演
★『緩和ケアを知ろう』市民公開講座
　13 日（土）午後２時開演　
★リトルコンサート（ピアノ・エレクトーン
　発表会）　14 日（日）午後１時開演　

★壬生大念佛狂言
　21 日（日）午後１時開演

★ 10 月１日（月）から15 日（月）までは、特別
整理（システム更新など）のため休館します。

　この期間中は、資料の貸出や予約、資料に
関する問い合わせなどには対応できない場合
がありますのでご了承ください。
★一般上映会（図書館ホール）
　28 日（日）午後２時 30 分〜４時
　『恐喝（ゆすり）』（1929 年／英／ 89 分）
★子どもミニ上映会（のぼりがまのおへや）
　毎月第３日曜日　午後２時 30 分〜
※催し物はすべて無料です。
★ 10 月の休館日　１〜 15 日（特別整理日）、
　22 日、29 日

市 民 会 館 ☎㉒７１０５

市 民 図 書 館 ☎㉓４６４６

10 月 の 行 事 10 月 の 市 民 相 談

　10 日・24 日
 ４日
　３日（特別相談日）・18 日
　２日・16 日
　※午前 10 時〜午後４時
　19 日※午前９時〜正午

法 律 相 談
司 法 書 士 相 談
公 証 人 相 談
人 権 相 談
消 費 生 活 相 談
行 政 相 談

❶
❷
❸
❹
❺
❻

第２･４�
第  １   �
第  ３   �
第1･３�
毎週月〜金
第  ３   �

■会　場：市役所１階市民相談コーナー
■時　間：午前 10 時〜午後３時　無料・秘密厳守
■問合先：情報広報課市民サービス係（　 ☎㉓２１３３）

※①・②・③は予約が必要です。②・④は午前 10 時〜正午までです。

　登記、道路、年金、福祉など毎日の暮らしの中で、国など役所の仕事
について苦情や意見、要望はありませんか。市では、総務大臣に委嘱さ
れた行政相談員による相談を毎月第３金曜日（午前９時〜正午）に実施
しています。相談は無料で秘密は守られます。
　また、10 月８日（月・祝）に市民センターで開催されるボランティア
まつりでも相談を受け付けます。時間は午前 10 時から正午までです。
●問合先　▷情報広報課市民サービス係（☎㉓２１３３）
▷総務省佐賀行政評価事務所行政相談課（☎０９５２㉒２６５１）

●家計相談（ファイナンシャルプランナー相談）※予約制
　会場 : 税務課　毎週金曜日　午前９時〜午後４時
　予約電話番号 ☎０９５５ー２３ー２１５２
●年金相談（予約制） 会場 : １階面接室（市民ロビー前）
　毎週金曜日　午前９時 30 分〜午後３時
　予約電話番号 ☎０９５５ー７２ー５１６１
●身障者相談 会場 : １階面接室（市民ロビー前）
　毎月第４木曜日　午前 10 時〜午後３時
●心の健康相談 会場：福祉課社会福祉係
　毎週月〜金曜日（水曜日除く）　午前９時〜午後３時 30 分
●女性相談　相談電話番号☎０９５５ー２２ー６７６３
▷毎週月・水曜日　午前９時〜午後４時（面接相談は要予約）
▷毎月第１、４木曜日　午前 10 時〜午後４時（面接相談は要予約）
●不動産相談（佐賀県宅地建物取引業協会）　
　会場 : 市民相談コーナー　毎月第２木曜日　午前 10 時〜午後３時

10月 15日（月）〜21日（日）は行政相談週間です

一人で悩まず
ご相談ください

市民センター ☎㉒３９１１

お知らせコーナー
チャンネル

広報伊万里への企業広告のお申し込みは、代理店の株式会社 三光までお願いします（☎㉓５８０８）
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最優秀賞最優秀賞

『 魚 つ り ー』

優 秀 賞

『びっくり戦車』

優 秀 賞

フリー部門

　夏休みを利用して子どもたちに木に親しんでもらおうと、市内の小学
生を対象に『夏休みピノキオ木工芸作品コンクール』が開かれました。
テーマ部門とフリー部門合わせて 90点の応募の中から、部門ごとに最
優秀賞、優秀賞が選ばれ、８月31日に市役所で表彰式がありました。
　表彰式で塚部市長は「どの作品もアイデアが良く技術も素晴らしい。
木の温もりや優しさをを感じるような力作ばかりでした。この貴重な体
験を皆さんの成長のために生かしてほしい」と受賞を祝いました。

浦川 光
み つ き

喜 さん
( 二里小４年 )

石丸 奨
しょうよう

洋 さん
( 牧島小２年 )

浦川 聖
ひ か る

琉 さん
( 二里小１年 )

岩永 美
み う

雨 さん
( 大坪小５年 )

『くじらのツリー』

王冠をかぶった鯨に人が
乗っているところです。いろ
んな形の木（廃材）をたくさ
ん組み合わせて作りました。

ビーズをつけるところが難し
かったけれど、思いどおりに
上手にできました。作ってい
て、とても楽しかったです。

テーマ部門（ツリー）

『 恐 竜 の 親 子 』

夏
休
み
ピ
ノ
キ
オ
木
工
芸
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰

♪

↑表彰式の後、塚部市長と記念撮影する受賞者

♪ 市内の小学生 90人が応募！

木
の
温
も
り
を
感
じ
さ
せ
る
力
作
ぞ
ろ
い

恐竜が好きなので、親子が木
の葉を食べているところを作
りました。特に子どもの恐竜
が気に入っています。

曲線を糸のこぎりで切ると
ころが難しかったです。魚
は取り外して、ひもにぶら
下げることができます。

人のうごき

広報　　　　　 2012-10
■発行日／平成 24 年 10 月１日
■発行編集／伊万里市情報広報課広報係
　　　　　(0955)23-4313（ダイヤルイン）
　〒 848-8501 佐賀県伊万里市立花町 1355 番地 1
■伊万里市のホームページ
　http://www.city.imari.saga.jp/
■印　刷／株式会社 三光

　
上
野
動
物
園
に
パ
ン
ダ
の
カ

ン
カ
ン
と
ラ
ン
ラ
ン
が
登
場
し

た
の
は
、
今
か
ら
40
年
前
。
そ

の
愛
ら
し
い
姿
で
、
空
前
の
パ

ン
ダ
ブ
ー
ム
を
巻
き
起
こ
し
ま

し
た
。
２
頭
は
、
同
年
の
日
中
国
交
正
常
化
を

記
念
し
、
友
好
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
中
国
か
ら

贈
ら
れ
た
も
の
で
す
。
し
か
し
、
現
在
、
領
土

問
題
な
ど
で
日
中
関
係
は
緊
張
し
つ
つ
あ
り
ま

す
。
中
国
の
反
日
デ
モ
な
ど
に
対
し
、
皆
さ
ん

の
中
に
は
「
な
ぜ
こ
ん
な
に
目
の
敵
に
さ
れ
る

の
か
」
と
困
惑
し
て
い
る
人
も
多
い
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
一
方
で
は
、
中
国
製
品
を
「
パ
ク

り
ば
か
り
」
と
思
い
こ
ん
で
い
る
日
本
人
も
い

る
よ
う
で
す
。
中
国
は
そ
の
昔
、
紙
や
印
刷
、

羅
針
盤
、
火
薬
の
四
大
発
明
を
し
た
国
。
日
本

人
の
生
活
は
、
そ
の
歴
史
的
な
恩
恵
を
少
な
か

ら
ず
受
け
て
い
る
の
で
す
。
ど
う
も
私
た
ち
人

間
は
、
あ
る
一
面
だ
け
を
見
て
相
手
を
誤
解
し

て
し
ま
う
性
質
が
あ
る
よ
う
で
す
。
交
流
を
重

ね
て
冷
静
に
話
し
合
い
な
が
ら
理
解
を
深
め
る

な
ど
、
パ
ン
ダ
の
よ
う
に
ゆ
っ
た
り
と
構
え
る

こ
と
も
大
切
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
す
。（
山
）

平成 24 年 9 月１日現在
●人口　57,697 人　　（ー10）
　　男　27,617 人　　（ー  8）
　　女　30,080 人　　（ー  2）
●世帯　22,452 世帯    （ー18）

（　）は前月比




